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こどもまつり当日は、晴天に恵まれ、会場の
新旭公民館と周辺の模擬店や体験コーナーは、
たくさんの子どもたちで賑わいました。また、
公民館ホールでは、子どもたちが活動発表を行
い、日ごろの熱心な練習の成果に大きな拍手が
送られました。　



【特集】 守れなかった命を見つめて

実母以外
の母親
1件  0%

その他
4件  2%

　

子
ど
も
を
健
や
か
に
育
む
べ
き
親
か
ら
の
虐
待
に
よ
り
、
子
ど
も
が
亡
く
な
る
と
い
う
、

と
て
も
痛
ま
し
い
事
件
が
後
を
絶
え
ま
せ
ん
。

　

高
島
市
で
も
、
４
年
前
の
７
月
５
日
、
当
時
２
歳
７
か
月
の
女
児
が
保
護
者
の
虐
待
に
よ

り
亡
く
な
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
る
児
童
虐
待
の
事
件
。悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
で
の
子
ど
も
に
対
す
る
見
守
り
や
声
か
け
。
そ
し
て
、「
も
し
か
し
て
？
」
と
思
っ

た
と
き
は
関
係
機
関
に
通
報
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
命
が
救
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。

高島市における児童相談の状況（過去３年）
年　　度 H19 H20 H21

児童相談実数 358 404 427
児童虐待相談 149 200 241

児童相談延数 5,269 6,871 6,452
児童虐待相談 3,531 5,141 5,267

＊実数と延数の見方
　[ 例 ] 一人に対して電話相談５回、訪問による相談

３回、来庁されての相談１回の関わりがあっ
た場合、実数が１、延数が９となります。

　

児
童
虐
待
と
は
、
親
な
ど
か
ら
子
ど
も

に
対
し
て
、
継
続
的
、
反
復
的
に
加
え
ら

れ
た
不
適
切
な
行
為
を
い
い
ま
す
。
児
童

虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
で
は
、
虐

待
を
次
の
４
つ
の
行
為
で
あ
る
と
定
義
し

て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
ま
わ
り
に
、『
た
す
け
て
サ

イ
ン
』
を
だ
し
て
い
る
子
ど
も
や
保
護
者

は
い
ま
せ
ん
か
。
ち
ょ
っ
と
し
た
疑
問
や

違
和
感
が
入
り
口
で
す
。
日
々
の
あ
い
さ

つ
な
ど
の
声
か
け
や
目
配
り
、
気
配
り
で

子
ど
も
と
家
族
を
虐
待
か
ら
救
え
ま
す
。

 

近
所
で
気
に
な
る
子
ど
も
を
見
か
け
た

時
、
少
し
で
も
疑
問
を
感
じ
た
時
に
は
、

ど
う
か
た
め
ら
わ
な
い
で
子
ど
も
家
庭
相

談
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
お
知
ら
せ
い
た
だ
い
た
方
の
ご

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
個
人

情
報
を
守
る
こ
と
に
十
分
配
慮
し
て
対
処

し
ま
す
。

【 

通 

告 

先 

】

　

市
子
ど
も
家
庭
相
談
課

　
　

（
２
５
）
８
５
１
７

　

各
保
健
セ
ン
タ
ー

　

滋
賀
県
中
央
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

０
７
７
（
５
６
２
）
１
１
２
１

　

実
際
の
ケ
ー
ス
で
は
、
こ
れ
ら
の
４
つ

の
行
為
が
組
み
合
わ
さ
り
起
こ
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
虐
待
は
、
家
庭
内

で
の
し
つ
け
と
は
明
ら
か
に
異
な
り
、
子

ど
も
の
心
身
の
成
長
と
人
格
形
成
に
重
大

な
影
響
を
与
え
ま
す
。

知
っ
て
く
だ
さ
い

「 

児 

童 

虐 

待 

」

見
逃
さ
な
い
で

「
た
す
け
て
サ
イ
ン
」

そ
し
て
、
あ
な
た
に

で
き
る
こ
と

殴
る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、
首
を
絞
め

る
、
熱
湯
を
か
け
る
、
布
団
蒸
し
に
す
る
、

溺
れ
さ
せ
る
、
逆
さ
吊
り
に
す
る
、
異
物

を
飲
ま
せ
る
等
。

食
事
を
与
え
な
い
、
衣
服
や
居
住
を
極
端

に
不
潔
・
不
衛
生
な
状
態
に
す
る
、
乳
幼

児
を
家
や
車
の
中
に
放
置
す
る
、
子
ど
も

が
望
む
の
に
登
校
さ
せ
な
い（
登
校
禁
止
）

等
。

性
交
、
性
的
行
為
の
強
要
、
性
器
や
性
交

を
見
せ
る
、ポ
ル
ノ
の
被
写
体
に
す
る
等
。

無
視
、
脅
か
し
、
他
の
兄
弟
・
姉
妹
と
著

し
く
差
別
す
る
「
お
前
な
ん
か
生
ま
れ
て

来
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
」
な
ど
の
子
ど
も

の
心
を
傷
つ
け
る
言
動
、
Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
）
を
見
せ
る
等
。

〈
身
体
的
虐
待
〉

〈
性
的
虐
待
〉

〈
ネ
グ
レ
ク
ト
〉

〈
心
理
的
虐
待
〉

【
子
ど
も
か
ら
の
サ
イ
ン
】

□ 

不
自
然
な
あ
ざ
・
や
け
ど
・
打
撲

□ 

極
端
に
や
せ
て
い
る
等　

栄
養
失
調

状
態

□ 

衣
服
や
か
ら
だ
（
髪
や
手
足
等
）
が

不
潔

□ 

無
表
情
、
大
人
を
見
る
と
お
び
え
る

□ 

落
ち
着
き
が
な
く
乱
暴
、
情
緒
不
安

定

【
保
護
者
か
ら
の
サ
イ
ン
】

□ 

衣
類
、
寝
具
が
不
衛
生
状
態

□ 

子
ど
も
を
家
に
置
い
た
ま
ま
、
よ
く

外
出
す
る

□ 

い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
、
子
ど
も
に

当
た
る

□ 

地
域
と
の
交
流
が
な
く
、
孤
立
し
て

い
る

□ 

子
ど
も
の
健
康
や
安
全
へ
の
配
慮
が

さ
れ
て
な
い

高島市子ども虐待
防止推進週間です

７月１日から７日は、
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ス
タ
ー
ト
し
て
３
年
目
を
迎
え
た

「
高
島
こ
ど
も
の
宿
」。
昨
年
も
開
催
地

が
増
え
ま
し
た
。
実
施
後
は
子
ど
も
た

ち
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
見
守
っ
て
く

だ
さ
っ
た
「
こ
ど
も
の
宿
」
推
進
委
員

の
方
、地
域
の
方
々
か
ら
、大
変
よ
か
っ

た
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。「
こ
ど
も
の
宿
は
、
今

の
時
代
に
必
要
だ
」
と
言
わ
れ
た
方
も

あ
っ
た
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
効
果
が

あ
る
取
り
組
み
で
す
。
地
域
で
は
子
ど

も
と
大
人
と
の
つ
な
が
り
が
深
ま
り
、

ま
た
、
子
ど
も
が
自
分
の
こ
と
は
自
分

で
す
る
気
持
ち
が
強
ま
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
親
が
家
庭
教
育
に
つ
い
て
考
え
直

す
機
会
に
も
な
り
ま
す
。　

　

実
施
を
希
望
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
青

少
年
育
成
室
（

３
２
ー
４
４
５
８
）

ま
で
、
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
子
ど

も
の
人
数
が
多
か
っ
た
り
、
少
な
か
っ

た
り
、
あ
る
い
は
実
施
す
る
場
所
に
つ

い
て
な
ど
、
課
題
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

高
島
市
の
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

の
た
め
に
、
と
も
に
手
を
携
え
ま
し
ょ

う
。

　 社会教育課青少年育成室
　　 （32）4458

　○単位 ･主体
各地域行政区単位
区・自治会役員や小学校ＰＴＡ地区
委員を中心に「こどもの宿推進委員
会」を組織する。

　○期　　間
学期中の２泊３日以上

　○スタッフ
保護者や各種団体など地域の有志、
ボランティア、その他

　○対　　象
概ね小学校４～６年生児童

　○人　　数
　　１実施単位 12人程度
　○開催場所
　　集落集会所・寄宿舎等

◇今年度は、15か所の「こどもの宿」
を計画しています。

◇順次、実施個所を増やしていくこと
を考えています。

・宿へ戻ってからの生活については、
協力して自分の力でやり遂げます
（スタッフは子どもの活動には手を
貸さず、見守りを中心とします）。

・風呂は宿泊場所にあれば利用します
が、もらい湯や体育施設のシャワー
等、各場所で可能な方法をとります。
・早寝早起きの習慣を身につけます。

◆概　要 ◆合宿時の生活

◆今年度の計画

【特集】 守れなかった命を見つめて

　子ども虐待問題についての理解を
深めてもらい、子ども虐待防止の意
識を高めてもらうことを目的に高島
市「子ども虐待防止推進週間」の標
語を募集しています。応募いただい
た作品は、例年11月に厚生労働省
が実施する「児童虐待防止推進月間」
標語にも応募します。

応募締切 ７月５日（月）
　応募方法など詳しくは、市のホー
ムページまたは子ども家庭相談課に
お問い合わせください。

「子ども虐待の早期発見
　　　　～関係機関との連携～」
　　　講師　野田　正人さん
　　　　　　（立命館大学産業社会学部教授）

　日　時　７月３日（土）
　　　　　　13時 30分～15時 20分
　場　所　安曇川公民館（ふじのきホール）
　その他　参加無料、託児あり
　
　 子ども家庭相談課　 （25）8517

あ
な
た
の
言
葉
、
届
け
て
く
だ
さ
い

標語募集中

☎（２５）８５１７

子どもの養育や生活上の問
題、夫婦間の暴力（ＤＶ）な
どの家庭に関する相談に応じ
ています。

子ども家庭相談課　
マキノ　☎（２７）１１２８
今　津　☎（２２）５１０１
朽　木　☎（３８）２３３１
安曇川　☎（３２）４４１３
高　島　☎（３６）８００８
新　旭　☎（２５）８１１０

各保健センター

子育て全般に関する相談に応
じています。

マキノ　☎（２７）８１８７
今　津　☎（２２）４８３３
朽　木　☎（３８）２０７０
安曇川　☎（３３）１５４０
高　島　☎（３６）０６６０
新　旭　☎（２５）３３９９

子育て支援センター

☎（３２）４４０６

いじめや不登校、友達関係の
ことなど教育全般に関する相
談に応じています。

教育相談・課題対応室

☎（３２）３８２４　
原則、中学生以上20歳未満
の青少年を対象とした生活改
善や就学・就労に関する相談
に応じています。

（市少年センター内）
あすくる高島

☎０７７（５６２）８９９６

中央子ども家庭相談センター
内にあります。（24時間対応）

虐待ホットライン

子どもに関する相談機関

　
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
は
、

児
童
虐
待
防
止
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
リ
ボ
ン
の
こ
と
で
、
子
ど
も
を
虐
待
か

ら
守
り
、
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
が
幸
福
に
な
れ
る
よ
う
に
と
い
う
気

持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
シ
ン
ボ
ル

に
、
全
国
で
「
子
ど
も
虐
待
の
な
い
社

会
」
の
実
現
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
こ
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
身
に
つ
け
、
虐
待
を

な
く
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
く
運
動
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

442010・７・12010・７・1 42010・７・1



62010・７・12010・７・17

　

全
校
生
で
開
校
祝
う

　ぼくたち高島学園９年生の目
標は、最高学年としての自覚を
持って、支え合い高め合い、将
来への展望をしっかり持って生
活することです。そのためには、
高島学園の顔として恥ずかしく
ない行動をしたいし、自ら考え、
正しく判断して行動したいと思
います。
　今後は、生徒会活動などを通
して、１年生から９年生までの
仲間とともに、高島学園の生徒
として誇りが持てるような活動
をしていきたいです。

９年生　清水遥河さん

　つい１か月ほど前に高島中学
校に入学してきました。中学校
では授業の先生がすべて替わ
り、各教科の学習がとても専門
的になった気分で、気が引き締
まります。
　私たち７年生は第２ステージ
の最高学年でもあります。高島
学園の目標や活動をつないでい
く大切な役割を果たす学年で
す。中学１年として学ぶことや
しなければならないことがたく
さんあるけれど、みんなでがん
ばりたいと思っています。

７年生　岡部あかりさん

　今年から高島小学校と高島中
学校が高島学園として出発する
ということを聞いて、わくわく
どきどきしていました。そして、
私たち４年生は第１ステージの
リーダーになりました。いよい
よ私たちの出番です。いろいろ
なところで、やさしくて、頼も
しいリーダーとして、活躍して
いきたいと思っています。

４年生　廣坂侑佳さん
４年生　山田　司さん

水
議
長
を
は
じ
め
、
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
里
田
さ
ん
や
小
学
校
の
同
窓
会
長
馬
場

さ
ん
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
、
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、
各
ス
テ
ー
ジ
代
表
の
児
童
生
徒
が

思
い
を
発
表
す
る
場
面
や
中
学
校
吹
奏
楽

部
に
よ
る
「
負
け
な
い
で
」
の
演
奏
、
全

校
児
童
生
徒
に
よ
る
「
ビ
リ
ー
ブ
」
の
合

唱
が
あ
り
、
会
場
に
響
き
渡
る
歌
声
か
ら

は
子
ど
も
た
ち
の
あ
ふ
れ
る
意
欲
を
感
じ

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

４
月
30
日
、
高
島
学
園
で
開
校
記
念
式

典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
年
生(

小
学
１
年
生
）
か
ら
９
年
生

(

中
学
３
年
生
）
ま
で
が
集
ま
り
、
多
く

の
来
賓
や
地
域
の
方
々
と
と
も
に
温
か
い

雰
囲
気
の
中
で
高
島
学
園
の
開
校
を
祝
い

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
多
胡
教
育
委
員
長
の
開
校

宣
言
の
あ
と
、
伊
藤
学
園
長
が
「
全
職
員

が
力
と
知
恵
を
終
結
し
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
西
川
市
長
が
「
県

内
で
初
め
て
の
小
中
一
貫
教
育
校
と
し
て

す
ば
ら
し
い
学
校
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と

高
島
学
園
に
対
す
る
期
待
を
込
め
た
挨
拶

を
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
川
端
達
夫
文
部
科
学
大
臣
か

ら
の
「
小
中
一
貫
教
育
を
含
む
小
・
中
学

校
の
連
携
・
接
続
の
強
化
は
、
今
日
的
な

教
育
課
題
の
解
消
方
策
の
一
つ
と
考
え

る
。
三
年
間
の
研
究
の
成
果
を
生
か
し
た

今
後
の
取
り
組
み
に
期
待
す
る
」
と
い
う

内
容
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
髙
橋
教
育
長
が
披

露
し
ま
し
た
。

　

来
賓
か
ら
は
、
末
松
史
彦
県
教
育
長
か

ら
の
祝
辞
が
紹
介
さ
れ
た
あ
と
、高
島
小
・

中
学
校
の
卒
業
生
で
あ
る
高
島
市
議
会
清

児童生徒代表のことば（抜粋）

高
島
学
園
開
校
記
念
式
典

　耕作の目的で、農地を売買したり貸借したりす
るときは、農地法第３条の規定により、農業委員
会の許可を受けなければなりません。許可を受け
ないで行った売買や貸し借りは、法律上の効力が
生じませんので、必ず申請手続きをしてください。
ただし、権利の取得が相続などの場合には、農地
法第３条の許可を受ける必要はありませんが、農
業委員会への届出が必要です。

など

事 務 の 流 れ 日 　 　 　 程

申請書提出締切日 毎月20日
（閉庁日の場合は繰下げ）

農業委員会総会 毎月10日
（閉庁日の場合は繰下げ）

許 可 書 の 交 付 総会後、１週間前後
（農地法第３条）

許可を受けるための要件

農地の売買・貸し借り
には許可が必要です！

本人または世帯員等が農地
のすべてを耕作しているこ
と

本人または世帯員等が農業
に常に従事していること
（年間150日以上）

権利取得後の経営面積が
50アール以上あること

許可を受けるために必要な書類
・申請書等関係書類〔農業委員会事務局（本庁内）・
各支所に用意しています〕
・登記事項証明書（発行後90日以内のもの。法
務局で取得してください）
※このほか必要に応じて書類を求めることがあ
ります。

許可の申請から許可書の交付まで
　許可の申請から許可書交付までの流れは、次の
とおりです。なお、締切日の翌日以降に提出され
た場合は、翌々月の総会での審議となりますので
ご注意ください。

　

市
内
の
他
の
中
学
校
区
で
も
、
平
成
21

年
度
か
ら
「
小
中
一
貫
教
育
実
践
校
」
と

し
て
、
各
教
科
の
学
習
内
容
や
学
校
行
事

な
ど
の
特
別
活
動
、
生
徒
指
導
の
方
針
に

つ
い
て
、
小
中
学
校
間
の
連
携
を
今
ま
で

以
上
に
強
化
す
る
取
り
組
み
を
始
め
て
い

ま
す
。

　

高
島
小
学
校
と
高
島
中
学
校
で
は
、
平

成
19
年
度
か
ら
３
年
間
、
文
部
科
学
省
の

指
定
を
受
け
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち

を
支
え
る
小
中
一
貫
教
育
の
研
究
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

学
園
の
統
一
教
育
目
標
を
「
確
か
な
学

力
と
豊
か
な
心
を
身
に
つ
け
、
た
く
ま
し

く
未
来
を
拓
く
子
ど
も
の
育
成
」
と
し
、

従
来
の
６
・
３
制
で
は
な
く
４
・
３
・
２
の

３
つ
の
ス
テ
ー
ジ
制
に
よ
る
小
学
生
と
中

学
生
の
多
様
な
交
流
活
動
を
展
開
し
た

り
、
小
中
学
校
教
員
の
兼
務
に
よ
る
交
流

授
業
を
実
施
し
た
り
し
て
、
義
務
教
育
９

年
間
を
連
続
的
・
系
統
的
に
指
導
し
て
い

ま
す
。

高
島
学
園
っ
て

ど
ん
な
学
校
？

高
島
学
園
以
外
の

学
校
で
は
？

農業委員会事務局　 （25）8513

学
校
教
育
課　

（
３
２
）
４
４
７
１
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人
権
擁
護
委
員
は
、
日
頃
、
地
域
の
中
で
人
権
思
想
を
広
め
、
人
権
侵
害
が
起
き
な

い
よ
う
見
守
り
、
人
権
の
擁
護
に
努
め
ら
れ
て
い
る
方
々
で
す
。
高
島
市
で
は
14
人
の

方
々
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
安
曇
川
町
の
竹
脇
明
子
さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
７
月
か
ら
安
曇
川

町
の
德
村
明
美
さ
ん
が
人
権
擁
護
委
員
に
ご
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
竹
脇
明
子
さ
ん
に
は
６
年
間
、地
域
の
人
権
を
守
る
た
め
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　皆さんの身近な相談相手として、家庭内や隣
近所での人権トラブル、いじめや虐待などにつ
いての相談をお受けしています。相談は無料で、
秘密は固く守られます。一人で悩まず、人権擁
護委員にお気軽にご相談ください。

氏　　　名 住　　　所 電　話

中
なかがわ

川　泰
や す お

夫 マキノ町知内 27ー0023

川
かわらばやし

原林史
ふ み こ

子 マキノ町西浜 28ー0475

澤
さ わ だ

田　愛
あ い こ

子 今津町下弘部 22ー0731

井
いのうえ

上　浩
こういち

一 今津町弘川 22ー6153

洲
す ざ き

崎富
ふ じ お

士夫 今津町浜分 22ー3359

石
い し だ

田八
や え こ

重子 朽木市場 38ー2420

久
く ぼ

保　忠
た だ お

雄 朽木大野 38ー2308

奥
おくたに

谷喜
き み こ

美子 安曇川町田中 32ー1022

川
かわごえ

越　清
せ い し

司 安曇川町下小川 32ー1091

德
とくむら

村　明
あ け み

美 安曇川町下古賀 33ー0516

釋
し ゃ か

迦　裕
ひろふみ

史 鹿ヶ瀬 37ー0219

萬
ゆ る ぎ

木由
ゆ り こ

利子 勝野 36ー0539

桒
くわはら

原　　靖
やすし

新旭町熊野本 25ー2814

白
し ら せ

瀨　逸
い つ こ

子 新旭町旭 25ー4441

人
権
施
策
課　

（
２
５
）
８
５
２
４

德  村  明  美 さん

　

５
月
１
日（
土
）、午
前
11
時
50
分
ご
ろ
、

安
曇
川
町
青
柳
の
国
道
１
６
１
号
「
青
柳

北
」
交
差
点
で
、
大
津
方
面
か
ら
船
木
方

面
へ
右
折
し
た
軽
自
動
車
が
右
折
後
の
赤

信
号
を
見
落
と
し
た
ま
ま
直
進
し
、
敦
賀

方
面
か
ら
走
行
し
て
き
た
ト
ラ
ッ
ク
と
出

合
い
頭
に
衝
突
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
の
事
故
に
よ
り
、
軽
自

動
車
に
同
乗
し
て
い
た
方
が
亡

く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

事
故
原
因
と
し
て
は
、
交
差

点
右
折
後
に
設
置
さ
れ
て
い
る

信
号
を
確
認
し
な
か
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
自
動
車
や

バ
イ
ク
で
右
折
す
る
際
は
、
右

折
後
の
信
号
を
し
っ
か
り
確
認

し
、
安
全
運
転
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

交
通
対
策
課

　

（
２
２
）
０
０
５
８

申出書提出期限 除外完了予定
平成22年９月１日（水） 平成23年４上旬

  

田
や
畑
な
ど
の
農
地
を
宅
地
な
ど
に
転

用
す
る
場
合
は
、
農
業
委
員
会
の
許
可
を

得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ

の
農
地
が
農
用
地
区
域
（
通
称
「
青
地
」）

に
あ
る
場
合
は
、
さ
ら
に
「
農
用
地
区
域

の
除
外
手
続
き
」
を
し
な
け
れ
ば
転
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
除
外
手
続
き
に

は
、
通
常
６
か
月
程
度
か
か
り
、
条
件
に

よ
っ
て
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

農
用
地
区
域
の
除
外
手
続
き
は
、
申
出

書
提
出
期
限
ま
で
に
受
け
付
け
た
も
の
を

ま
と
め
て
行
い
ま
す
の
で
、
農
地
の
転
用

を
計
画
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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保　

険　

料

《

所

得

区

分

》

〈
低
所
得
者
Ⅰ
〉

　

同
一
世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非
課
税

か
つ
所
得
が
０
円
の
方

　
（
年
金
所
得
の
控
除
額
は
80
万
円
と

し
て
計
算
）

〈
低
所
得
者
Ⅱ
〉

　

同
一
世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非
課
税

の
方
（
低
所
得
者
Ⅰ
以
外
の
方
）

〈
一　
　
　

般
〉

　

現
役
並
み
所
得
者
、
低
所
得
者
Ⅱ
、

低
所
得
者
Ⅰ
以
外
の
方

〈
現
役
並
み
所
得
者
〉

　

同
一
世
帯
に
住
民
税
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
が
い
る
方

※
同
一
世
帯
に
二
人
以
上
の
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
が
い
る
場
合
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
収
入

の
合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満
、
同

一
世
帯
に
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
が
一
人
の
場
合
は
、
そ
の
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
の
収
入
額
が

３
８
３
万
円
未
満
（
ま
た
は
、
同
一

世
帯
に
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
が

い
る
場
合
は
、
そ
の
方
を
含
め
た
収

入
の
合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満
）

の
方
は
申
請
に
よ
り
「
一
般
」
の
所

得
区
分
と
同
様
に
１
割
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
平
成
21
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
計
算

し
、
７
月
中
旬
に
全
て
の
被
保
険
者
の
方

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
各
期
に
お

け
る
納
付
方
法
お
よ
び
納
付
額
は
通
知
書

に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、「
特
別
徴
収
」

と
「
普
通
徴
収
」
の
２
種
類
で
す
。

　

保
険
料
通
知
書
の
「
特
別
徴
収
」
の
欄

に
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
年
金

か
ら
の
天
引
き
と
な
り
ま
す
。

　
「
普
通
徴
収
」
の
欄
に
金
額
が
記
載
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
納
付
書
か
口
座
振
替

で
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。
納
付
書
で

の
納
付
の
方
は
７
月
か
ら
毎
月
、
各
納
期

限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振

替
を
ご
利
用
の
方
は
指
定
の
口
座
か
ら
引

き
落
と
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《保険料の算出方法》
均等割額 ＋ 所得割額 

　　　　　＝ 年保険料〔限度額50万円〕

《
納
付
方
法
に
つ
い
て
》

所得割額＝（平成21年中の所得－33万円）×7.18％
　　 （全国平均　7.88％）

均等割額＝３８，６４５円
　　　　　（全国平均　４１，７００円）

　なお、平成22年４月１日以降に新規に加入された方
や転出や死亡により資格に変更がある場合は月割りにて
算出します。

７
月
中
旬
に
、

今
年
度
の
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
を
通

知
し
ま
す

　後期高齢者医療保険料を納付書で納めていただいている方は、口座振替による
納付をご利用ください。一度手続きいただくと自動で納付でき、毎月金融機関等
の窓口へ行かずにすみ、たいへん便利です。用紙は市内の金融機関にありますの
で口座のお届け印をご持参のうえ金融機関窓口で手続きをお願いします。
　なお国民健康保険税などで既に口座振替を利用されている方についても改めて
手続きが必要です。口座振替の開始は高島市が口座振替依頼書を受理した日の翌
月以降となりますので、早めに金融機関窓口での手続きをお願いします。

被
保
険
者
証

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31

日
で
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
お
ら
れ
る
方
に
は
、
８
月
１
日
か
ら

ご
使
用
い
た
だ
く
新
し
い
被
保
険
者
証
を
、
７
月
中
に
簡
易
書
留
郵
便
で
市
役
所
か

ら
郵
送
し
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
を
お
届
け
し
ま
す

限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
の

方
で
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
該
当
す
る
方

は
、
申
請
し
て
認
定
さ
れ
る
と
『
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
』
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
入
院
し
た
と
き
に
医
療
機

関
の
窓
口
に
提
示
す
る
と
、所
得
区
分（
低

所
得
者
Ⅰ
・
低
所
得
者
Ⅱ
）
に
応
じ
て
入

院
時
の
自
己
負
担
限
度
額
や
食
事
代
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
区
分
が
「
一
般
」
お
よ
び

「
現
役
並
み
所
得
者
」
の
方
は
、『
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
』
の
交

付
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
入
院
時
に

は
自
動
的
に
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
お

支
払
い
に
な
り
ま
す
。

自己負担限度額  （月額）
所得区分 負担

割合
外来＋入院
（世帯単位）

入院時食事代
（１食当たり）外来（個人ごと）

現役並み
所 得 者 ３割 ４４，４００円

80,100 円 ＋ 医 療 費 が
267,000円を超えた場合
は、その超えた分の１％
（4回目以降は44,400円）

２６０円

一　　般 １割 １２，０００円 ４４，４００円

低所得者Ⅱ １割 ８，０００円 ２４，６００円
90日以内の入院
（過去12か月の入院日数）２１０円

90日を超える入院
（過去12か月の入院日数）１６０円

低所得者Ⅰ １割 ８，０００円 １５，０００円 １００円

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る『
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
』
の
有
効
期
限

は
７
月
31
日
で
す
。
８
月
以
降
も
引
き
続

き
該
当
す
る
方
に
は
、
新
し
い
被
保
険
者

証
の
郵
送
時
に
同
封
し
ま
す
。（
申
請
手

続
き
は
不
要
で
す
。）

　

お
近
く
の
支
所
ま
た
は
市
役
所
保
険
年

金
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
時

に
は
、
保
険
証
と
印
鑑
（
認
印
）
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
）。

認
定
証
を
お
持
ち
の
方

新
し
い
被
保
険
者
証
を

お
届
け
し
ま
す

申
請
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い

新
た
に
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

・
記
載
事
項
な
ど
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

・
現
在
お
使
い
の
被
保
険
者
証

は
、
７
月
31
日
で
有
効
期
限
が

切
れ
ま
す
の
で
、
８
月
以
降
に

お
近
く
の
支
所
ま
た
は
市
役
所

保
険
年
金
課
へ
返
却
い
た
だ
く

か
、
各
自
で
廃
棄
し
て
く
だ
さ

い
。（
自
分
で
廃
棄
さ
れ
る
場

合
は
、
細
か
く
裁
断
す
る
な
ど

住
所
や
氏
名
が
見
え
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。）

被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら
…

一
部
負
担
金
の
割
合
に
つ
い
て

・
一
般
の
方
・
・
・
・
・
・　

１
割

・
現
役
並
み
所
得
者
・
・
・　

３
割

う
ぐ
い
す
色
（
薄
緑
色
）
に
な
り
ま
す

保
険
証
を
だ
ま
し
取
る
事
件

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

普通徴収の保険料の納付には
　　　　　　口座振替が便利です！

保
険
年
金
課

　

（
２
５
）
８
１
３
７
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高

限

限

保険年金課　 （25）8137

　　

８
月
１
日
か
ら
ご
使
用
い
た
だ
く
新

し
い
受
給
者
証
を
７
月
末
に
市
役
所
か

ら
郵
送
し
ま
す
。

★
受
給
者
証
が
届
い
た
ら
・
・
・

　

新
し
い
受
給
者
証
の
記
載
事
項
な
ど

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

古
い
受
給
者
証
は
、
お
近
く
の
支
所

ま
た
は
市
役
所
保
険
年
金
課
へ
お
返
し

く
だ
さ
い
。

　

更
新
に
関
す
る
ご
案
内
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
同
封
の
申
請
書
を
各
支
所
ま

た
は
市
役
所
保
険
年
金
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物

　

・
国
保
の
保
険
証

　

・
認
定
証
（
現
在
お
持
ち
の
方
）

　

・
印
鑑
（
認
印
）

　

・
過
去
12
か
月
で
90
日
以
上
入
院
さ

　
　

れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
領
収
書

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」、「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
は

入
院
時
に
使
用
す
る
も
の
で
す
。
現
在

現
在
交
付
分
の
有
効
期
限
は

　

      　
　

７
月
31
日
ま
で 

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
70
歳
以

上
75
歳
未
満
の
方
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
70

歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
誕

生
月
）
か
ら
75
歳
で
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
の
交
付
を
受
け
る
ま
で
の
間
交
付
さ
れ
ま

す
。（
負
担
割
合
な
ど
は
表
２
参
照
）

お
持
ち
で
な
い
方
も
、
随
時
受
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
入
院
前
に
は
お
近
く
の

支
所
ま
た
は
市
役
所
保
険
年
金
課
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
認
定
証

限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　

を
お
持
ち
の
方
へ
は
・・

高
齢
受
給
者
証

　

を
お
持
ち
の
方
へ
は
・・

【表１】70歳未満の方の自己負担限度額

※１　基礎控除後の総所得金額などが６００万円を超える世帯および未申告世帯
※２　過去12か月間に高額療養費の支給が３回以上あった場合の４回目以降
　　　なお、国民健康保険税を滞納されている世帯には【認定証】が交付できませんので、保険税は納期限までに納めましょう。

所得区分 ３回までの限度額 ４回目以降の限度額　※２

一　般　の　方    ８０，１００円＋ (医療費－２６７, ０００円）×１% ４４，４００円

上位所得者　※１ １５０，０００円＋ (医療費－５００, ０００円）×１% ８３, ４００円

住民税非課税世帯 ３５，４００円 ２４, ６００円

所得区分 負担割合 外来の限度額（個人ごと） 入院時および世帯単位の自己負担限度額（月額）

現役並み所得者 ３割 ４４，４００円 ８０，１００円＋ (医療費－２６７，０００円）×１%
（４回目以降は４４，４００円）

一 般 の 方 １割 １２，０００円 ４４，４００円
低所得Ⅱの方 １割 ８，０００円 ２４，６００円
低所得Ⅰの方 １５，０００円

【表２】70歳以上75歳未満の方の自己負担限度額

注）外来分は従来どおり高額療養費支給申請が必要です。

所得区分 入院時の食事代（1食当たり）

一般の方（住民税課税世帯） ２６０円

減額認定証該当の方（住民税非課税世帯）
70歳以上75歳未満では低所得Ⅱの方

入院期間が90日以内 ２１０円

９１日以上 １６０円
70歳以上75歳未満の方で低所得Ⅰの方
（住民税非課税世帯で年金受給額80万円以下または老齢福祉年金受給者） １００円

【表３】減額後の料金

齢
受
給
者
証

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

度
額
適
用
認
定
証

《 

高
齢
受
給
者
証 

》

　

70
歳
未
満
の
方
が
申
請
し
て
認
定
さ
れ
る
も

の
で
、
こ
の
認
定
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
入

院
時
の
窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
と
な
り
、
そ
れ
以
上
の
高
額
療
養
費
分
の

支
払
い
が
不
要
と
な
り
ま
す
。（
表
１
参
照
）

※
３ 

所
得
に
よ
り
、「
低
所
得
Ⅰ
」
と
「
低  

　
　

 

所
得
Ⅱ
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

・
低
所
得
Ⅰ
…
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
全
て  

　
　
　
　
　
　

の
世
帯
員
の
所
得
が
一
定
基

　
　
　
　
　
　

準
以
下

・
低
所
得
Ⅱ
…
住
民
税
非
課
税
世
帯

　

70
歳
未
満
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
と

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
で
、
か
つ
低
所
得

（
※
３
）
の
方
が
申
請
し
て
認
定
さ
れ
る
と
交

付
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
認
定
証
を
提
示
す

る
こ
と
で
、
入
院
時
の
自
己
負
担
限
度
額
と

食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。（
表
２
・
３
参
照
）

　

70
歳
未
満
の
方
の
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
額
の
計
算
条
件
の
う
ち
、
次
の

部
分
が
平
成
22
年
４
月
診
療
分
か
ら
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

★
高
額
療
養
費
の
申
請
に
は
、
次
の
も
の

　

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
　

・
医
療
費
領
収
書

　
　

・
保
険
証

　
　

・
印
鑑

　
　

・
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
額
の
計
算
条
件
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

　

旧
総
合
病
院
（
高
島
市
内
で
は
公
立
高

島
総
合
病
院
が
該
当
）
で
、
診
療
科
名
が

異
な
る
診
療
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別

の
医
療
機
関
と
み
な
し
て
、
別
計
算
。

変更前
　

同
じ
病
院
内
の
診
療
で
あ
れ
ば
、
医
療

費
を
合
算
し
て
計
算
。

（
※
た
だ
し
、
医
科
と
歯
科
、
入
院
と
外
来

は
別
計
算
に
な
り
ま
す
。）

変更後

　国民年金には、経済的な理由で保険料を納める
のが困難な場合、申請により保険料の納付が免除
または猶予される制度があります。

　申請の手続きは、高島市役所保険年金課、各支
所窓口、または大津年金事務所国民年金課で行っ
てください。
　国民年金保険料が免除または猶予される制度
は、次のとおりです。

《 保険料申請免除 》
　本人・配偶者・世帯主の前年所得が一定基準以
下の場合、申請して承認されると保険料が全額ま
たは一部が免除されます。
　承認期間：原則７月～翌年６月
※一部納付（４分の１納付、半額納付、４分の
３納付）については、保険料の納付がなけれ
ば未納と同じ取扱いになります。

《 若年者納付猶予 》
　30歳未満の方で、本人・配偶者の前年所得が
一定基準以下の場合、申請して承認されると保険
料が猶予されます。承認期間は、原則７月から翌
年６月までです。
《 学生納付特例 》
　学生の方で、本人の前年所得が一定基準以下の
場合、申請して承認されると保険料が猶予されま
す。承認期間は、原則４月から翌年３月までです。

※ただし、一部納付については納期限までに保険料が
納付されていることが前提です。

納付が困難な場合は
ご相談ください！

国民年金保険料の

★
自
己
負
担
限
度
額
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
　
　
【
表
１
】
の
と
お
り
で
す
。

《
限
度
額
適
用
認
定
証
》

《
限
度
額
適
用
・

　
　

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
》

全額免除
一部納付（一部免除）※ 学生納付

特例
若年者納
付猶予

４分の１
納付

半額
納付

４分の３
納付

老齢基礎年
金を受給す
るために必
要な受給資
格期間に

入ります 入ります 入ります 入ります 入ります

老齢基礎年
金を計算す
る際には

８分の４
が反映し
ます

８分の５
が反映し
ます

８分の６
が反映し
ます

８分の７
が反映し
ます

反映しま
せん

【参考】保険料免除・若年者納付猶予・学生納付特例の違い
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小島俊彦さん小島俊彦さん

滋賀県予選大会で大活躍!
全国大会へ

県大会制し、
全日本選手権へ

野崎さんに近畿会長表彰、小島さんに感謝状

子どもを見守る
安全リーダーに82人

雨雲を吹き飛ばす熱戦！

未来を担う子どもたちに
サッカーボール100個

今津卓球スポーツ少年団

行政相談委員

高島子ども安全リーダー委嘱式

マキノ球技大会

桑原組創業50周年記念事業

新旭空手道スポーツ少年団
　５月１６日（日）に滋賀県立武道館で開催さ
れた「全日本少年少女空手道選手権大会滋賀県
予選」で、新旭空手道スポーツ少年団員が好成
績を収められ、８月７日（土）から８日（日）
に東京武道館で行われる「第 10回全日本少年
少女空手道選手権大会」に次の選手が出場され
ます。（敬称略）　　　　　　（市民スポーツ課）

※新旭空手道スポーツ少年団は、（財）日本体育協
会に加盟する、公式競技・公式大会に参加できる
団体です。

　５月２３日（日）、草津市民体育館で開催された平
成22年度全日本卓球選手権大会滋賀県予選会で、
今津卓球スポーツ少年団の高山　唯さん（今津東小
４年）が小学校３・４年生個人戦の部で優勝し、兵
庫県で行われる全日本卓球選手権大会に滋賀県代表
として出場が決定しました。
　また、同大会で佐藤瑞姫さん（５歳）が、小学１・
２年生の部に出場し、３位の好成績を収めました。

（市民スポーツ課）

　日頃の行政相談委員としての活動の功績が認められ、５月１３日（木）ホテルピアザ（大津市）で、
野崎司さんが近畿行政相談委員連合協議会長表彰を、小島俊彦さんが滋賀行政評価事務所長感謝状を受
賞されました。お二人の今後ますますのご活躍をご祈念申し上げます。（生活相談課）

　６月２日（水）、今津東コミュニティセンターで、
市内の子どもたちを凶悪な事件や事故から守る「子
ども安全リーダー」に、各小学校区から合わせて
82人の方が高島警察署長と市教育委員会教育長の
連名で委嘱されました。今後、緑の腕章と帽子を着
用し、あたたかいまなざしと元気なあいさつで、地
域の子どもたちの安全を守ってくださいます。一年
間、よろしくお願いします。
　　　　　　　　　　（社会教育課　青少年育成室）

　５月２３日（日）、マキノ土に学ぶ里研修センター
でマキノ球技大会が開催されました。あいにくの雨
で男子の部がソフトボールからビーチバレーに種目
が変更となりましたが、男子４チーム・女子17チー
ムが、熱戦を繰り広げました。　　（マキノ公民館）

　男子ビーチボールの部
　　優勝　牧野チーム　　準優勝　西浜チーム
　女子ビーチボールの部
　　優勝　大沼チーム　　準優勝　西浜チーム

　５月７日（金）、株式会社桑原組から創業５０周年
記念事業として、高島市へサッカーボール１００個
を寄贈いただきました。
　この事業は、未来の日本を担う子どもたちが、た
くましく心豊かに成長することを願い、株式会社桑
原組が創業５０周年を記念して、県内の各自治体な
どにサッカーボールを寄贈されるものです。
　寄贈いただいたサッカーボールは、小学校および
スポーツ少年団に配付し、子どもたちの健全育成に
活用させていただきます。（市民スポーツ課）

【滋賀県予選の結果】
≪男子組手競技≫
　小学３年生の部
　　　優　勝　蜜口　太一（新旭北）
　小学５年生の部
　　　優　勝　野田　一成（新旭北）
　小学６年生の部
　　　準優勝　蜜口　光太（新旭北）
≪男子形競技≫
　小学３年生の部
　　　第３位　蜜口　太一（新旭北）
　小学５年生の部
　　　準優勝　野田　一成（新旭北）
　小学６年生の部　
　　　優　勝　今井　正澄（今津東）
　　　第３位　蜜口　光太（新旭北）

野崎　司さん野崎　司さん野崎　司さん 小島俊彦さん

高山　唯さん高山　唯さん高山　唯さん 佐藤瑞姫さん佐藤瑞姫さん佐藤瑞姫さん

　小学３年生の部
　　　蜜口　太一（新旭北）
　小学５年生の部
　　　野田　一成（新旭北）
　小学６年生の部
　　　蜜口　光太（新旭北）
　小学６年生の部
　　　今井　正澄（今津東）
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月 件数火災 救急 救助 件数の月の５
（　）内は年累計

建物火災／0（６）
林野火災／0（０）

５

▼  火　災

▼  救　急

▼  救　助

高島市内の交通事故発生状況高島市内の交通事故発生状況

今　年 昨　年 増　減
人身事故発生件数 89件 87件 2件

死　　者　　数 　2人 0人 2人

傷　　者　　数 108人 113人 ▲5人

発生場所
マキノ 16
今　津   26
朽　木 　0
安曇川 16
高　島 14
新　旭 17

●発生状況（累計）

追　突　25件（28.1％）
出合頭　25件（28.1％）

事故の形態

29件（32.6％）

高齢者（65歳以上）の事故

車両火災／0（２）
その他火災／2（４）

一般負傷／37（151）
その他／20（125）

交通事故／17（84）
急病／116（602）

火　　災／1（７）
水難事故／0（０）

交通事故／0（５）
その他／1（２）

消防総務課　 （22）1234

（注）【救急】　その他=火災+労働災害+運動競技+
　　　　　　 　　　　  加害 +自損行為+転院搬送等
（注）【救助】　その他=自然災害+機械事故+
　　　　　　   　　　　建物事故+ガス事故+爆発等

●交通事故の特徴

　

平
成
20
年
の
敦
賀
市
、
平
成
18
年
の
北
海
道

佐さ

ろ

ま
呂
間
町
な
ど
、
近
年
、
日
本
各
地
で
死
者
の

出
る
竜
巻
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

竜
巻
は
、
積
乱
雲
に
伴
う
強
い
上
昇
気
流
に

よ
っ
て
発
生
す
る
渦
巻
き
で
、
多
く
の
場
合
、

直
径
は
数
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル

で
、
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
移
動
し
ま

す
。

　

気
象
庁
で
は
、「
竜
巻
注
意
情
報
」
や
竜
巻

な
ど
の
激
し
い
突
風
が
発
生
し
や
す
い
地
域
の

詳
細
な
分
布
と
、
１
時
間
以
内
の
竜
巻
発
生
を

予
報
す
る
「
竜
巻
発
生
確
度
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
」

の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

竜
巻
に
あ
っ
た
時
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に

行
動
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

す
ぐ
に
身
を
守
る
た
め
の
行
動
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
！

・
頑
丈
な
構
造
物
の
物
陰
に
入
っ
て
、
身
を
小

　

さ
く
す
る
。

・
物
置
や
車
庫
・
プ
レ
ハ
ブ
（
仮
設
建
築
物
）

　

を
避
難
場
所
に
し
な
い
。

・
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め
る
。

・
電
柱
や
太
い
樹
木
で
あ
っ
て
も
倒
壊
す
る
こ

　

と
が
あ
る
の
で
近
づ
か
な
い
。

・
家
の
１
階
の
窓
の
な
い
部
屋
に
移
動
す
る
。

・
窓
や
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
る
。

・
窓
か
ら
離
れ
る
。
大
き
な
ガ
ラ
ス
窓
の
下
や

　

周
囲
は
大
変
危
険
で
す
。

・
丈
夫
な
机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
入
る
な
ど
、

　

身
を
小
さ
く
し
て
頭
を
守
る
。

「
竜
巻
」
が
間
近
に
迫
っ
た
ら
・
・
・

http://www.jma.go.jp/jp/radnowc/

竜巻発生確度ナウキャスト

屋
内
に
い
る
場
合

総
合
防
災
課　

（
２
５
）
８
１
３
３

気象庁

屋
外
に
い
る
場
合

　平成22年６月18日に、借り過ぎ・貸し過ぎを防ぐため、改正貸金業法が施行されました。

生活相談課　 （25）8125

貸金業法が
大きく変わりました！
消費者金融やクレジットカードでの

　※ ヤミ金融（無登録の業者など）からは絶対に借りないでください。
　※ 返済でお悩みの方は、一日も早く生活相談課へご相談ください。

○「年収の３分の1」を超える額の新規の借入れができなくなりました。
○  借入れの際に、年収を証明する書類が基本的に必要となりました。

可燃ごみ
71.8％

不燃A
8.8％

不燃B
1.4％

資源ごみ
11.7％

粗大ごみ
6.1％ 有害ごみ

0.2％

▲平成 20年度　ごみ排出量内訳

（家庭系・事業系ごみを含みます）燃えるごみ　地域別年間ごみ量（平成 20年度）

こんな紙も
リサイクルできるよ

紙
を
燃
え
る
ご
み
に
入
れ
な
い
で
！

　

燃
え
る
ご
み
は
ご
み
全
体
の
約
７
割

で
、
そ
の
う
ち
紙
が
約
６
割
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

ご
み
を
分
別
す
る
こ
と
で
、
燃
え
る

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

紙
は
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

ま
す
。
燃
え
る
ご
み
の
袋
に
入
れ
ず
、

資
源
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紙
は
売
っ
て
市
の
収
入
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
・
お
菓
子
や
調
味
料
の
箱
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
の
箱
（
ビ
ニ
ー
ル
部
分
は
取
り

除
い
て
燃
え
る
ご
み
へ
）　

・
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
（
窓
あ
き
封
筒

の
セ
ロ
ハ
ン
部
分
は
取
り
除
い
て
燃

え
る
ご
み
へ
）

・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
ラ
ッ
プ
の

芯
・
メ
モ
帳
や
値
札
（
封
筒
に
入
れ
る
と

ば
ら
つ
き
ま
せ
ん
）　

・
説
明
書
や
包
装
紙

　
　
　
　
　
　
　

・
感
熱
紙
（
レ
シ
ー
ト
な
ど
）

・
圧
着
は
が
き

・
写
真
、
感
光
紙

・
食
品
な
ど
が
つ
い
て
汚
れ
た
紙

・
裏
が
銀
色
の
紙　
　

な
ど　

〜 

紙
は
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
へ
〜

こ
ん
な
紙
も
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
ま
す（
資
源
ご
み
へ
）

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
紙

（
燃
え
る
ご
み
へ
）

環
境
政
策
課

　

（
２
５
）
８
１
２
３

マキノ地域 今津地域 朽木地域 安曇川地域 高島地域 新旭地域 市全域
燃えるごみの量 1,518,980㎏ 3,743,530㎏ 524,580㎏ 3,686,180㎏ 1,622,070㎏ 2,935,410㎏ 14,030,750㎏
1 人当たりの量 239㎏ 285㎏ 232㎏ 262㎏ 234㎏ 251㎏ 258㎏
1 人 1日当たり量 655ｇ 782ｇ 636ｇ 716ｇ 641ｇ 688ｇ 706ｇ
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花
粉
症　

メ
ガ
ネ
に
マ
ス
ク　

あ
ん
た
誰 

平
井　

ち
く
（
朽
・
大
野
）

雨
戸
あ
け　

日
あ
し
伸
び
ゆ
く　

の
ど
け
さ
よ 

川
本
ヨ
シ
子
（
朽
・
野
尻
）

春
耕
や　

ネ
ッ
ト
の
穴
も　

補
修
す
る 

山
井
シ
ズ
子
（
朽
・
麻
生
）

ち
ょ
う
ど
い
い　

孫
の
お
さ
が
り　

ス
ニ
ー
カ
ー 

中
河　

仁
子
（
今
・
今
津
）

涼
を
採
る　

今
年
の
夏
も　

湖
水
客 

寺
田　

義
輝
（
マ
・
西
浜
）

束
の
間
の　

晴
れ
に
勇
み
て　

百
合
芽
吹
く 

洞
山
千
代
江
（
今
・
南
新
保
）

老
い
た
手
に　

草
刈
る
鎌
の　

切
れ
軽
し 

粂　
　

洋
一
（
新
・
太
田
）

足
と
め
て　

頭
が
下
る　

地
蔵
前 

前
川　

た
つ
（
新
・
針
江
）

空
見
上
げ　

そ
ろ
ひ
袴
は
か
まの　

つ
く
し
の
子 

中
崎　

徳
子
（
朽
・
桑
原
）

吹
く
風
に　

若
葉
の
か
ほ
り　

春
う
ら
ら 

高
松　

逸
子
（
今
・
浜
分
）

伊
達
人
形　

輝
り
し
鍬く
わ
が
た形　

三
日
月
や 

藤
田　

真
琴
（
今
・
弘
川
）

亡は
は母
の
背
を　

摩み
が
く
が
如
く　

墓は
か石
研み
が
く 

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

も
う
だ
め
だ　

だ
け
ど
田
ん
ぼ
が　

呼
ん
で
い
る 

水
口　
　

順
（
マ
・
森
西
）

夢
の
中　

ブ
レ
ー
キ
き
か
な
い　

車
の
る 

坂
尾　

眞
一
（
新
・
旭
）

春
一
番　

曾ひ
こ孫
生
ま
れ
た
と　

エ
ア
メ
ー
ル 

岸
田　

金
子
（
安
・
田
中
）

故こ
ふ父
よ
り　

長
谷
の
観
音　

霊れ
い
木き
ち地 

土
井
登
美
雄
（
安
・
三
尾
里
）

病
ん
で
み
て　

人
の
な
さ
け
が　

身
に
し
み
る 

足
立　

朱
美
（
新
・
饗
庭
）

地
デ
ジ
タ
ル　

農
家
補
償
を　

貰
う
た
ら 

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

花
し
よ
ぶ　

香
る
む
ら
さ
き　

あ
で
す
が
た 

木
津　

み
ね
（
高
・
拝
戸
）

花
日
和　

桜
の
下
の　

か
し
ま
し
き 

高
橋
レ
イ
子
（
高
・
鴨
川
平
）

ペ
ダ
ル
踏
む　

お
な
じ
み
姿　

高
校
生 

神
田
み
さ
お
（
新
・
饗
庭
）

日に
ち
に
ち日
の　

変
ら
ぬ
歩
み
が　

幸
せ
か
も 

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

漣さ
ざ
な
みの　

湖
上
に
桜お
う
か花　

散
り
始
む 

松
山
八
夜
夷
（
今
・
今
津
）

吹
き
留と
ま
る　

桜
落
葉
と　

な
り
け
り
し 

林　

フ
ミ
子
（
高
・
畑
）

明
け
や
ら
ぬ　

湖
上
の
上
に　

魚ぎ

し師
の
姿ひ
と 

伊
吹　

忠
義
（
マ
・
中
庄
）

育
苗
と　

体
調
管
理
に　

悩
む
春 

井
口　

み
よ
（
高
・
高
島
）

ダ
イ
エ
ッ
ト　

心
が
折
れ
る　

い
い
に
お
い 

平
井　

真
造
（
安
・
上
古
賀
）

樽
み
こ
し　

孫
の
勇
姿
に　

目
を
細
め 

川
本　

一
男
（
安
・
北
船
木
）

雲
海
の　

何
と
も
言
え
ぬ　

美
し
さ 

山
本　

京
子
（
高
・
高
島
）

受
話
器
か
ら　

か
わ
い
い
声
で　

ど
ん
な
顔 

髙
橋　

久
一
（
新
・
藁
園
）

そ
れ
な
り
の　

春
を
楽
し
み　

初
夏
の
風 

粟
津　

満
子
（
マ
・
山
中
）

萌
え
出
る　

緑
一ひ
と
い
ろ色　

同
じ
な
く 

髙
澤　

芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

　

子
ど
も
と
過
ご
す
時
間
は
と
て
も
楽
し

い
け
れ
ど
、
不
安
も
い
っ
ぱ
い
。
け
れ
ど

誰
に
相
談
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な

い
。
近
く
に
子
ど
も
の
友
達
が
少
な
い
。

な
ど
子
育
て
に
は
悩
み
事
が
多
い
も
の
で

す
ね
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
仲
間

づ
く
り
や
、
子
育
て
に
関
す
る
様
々
な

取
り
組
み
を
通
じ

て
、
子
育
て
中
の

方
々
を
応
援
す
る

と
こ
ろ
で
す
。
一

度
気
軽
に
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
何
か

が
見
つ
か
る
は
ず

で
す
よ
。

①
支
援
室
開
放
・
・
・

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
支
援
室

が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
専
任
の
保
育
士
が

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

▼
毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日 

10
時
〜
15
時

　
　
　
（
マ
キ
ノ
の
み
土
曜
日
も
開
放
）

②
年
齢
別
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
・
・
・

　

同
年
齢
の
子
ど
も
同
士
の
遊
び
の
体
験

を
と
お
し
て
、親
子
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

③
手
作
り
お
も
ち
ゃ
作
り
・
・
・

　

家
庭
で
身
近
に
あ
る
材
料
を
使
っ
て
、

既
製
品
で
は
味
わ
え
な
い
温
も
り
を
感
じ

ら
れ
る
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

④
親
子
食
育
・
・
・

　

親
子
で
と
も
に
調
理
し
、
食
べ
る
喜
び

を
感
じ
な
が
ら「
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
」

を
体
感
し
ま
す
。

⑤
子
育
て
相
談
・
・
・

　

子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
、
発

達
相
談
員
が
相
談
に
の
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
以
外
に
も
、
ふ
れ
あ
い
の
ひ
ろ

ば
や
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
地
域
ご
と
に
特

色
あ
る
活
動
も
あ
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
課　

　

（
２
５
）
８
１
３
６

名　称 電話番号
マキノ地域子育て支援センター
　　　　　（マキノ児童館内）（27）8187

今津地域子育て支援センター
　　　　　（今津東保育園内）（22）4833

朽木地域子育て支援センター
　　　　　（朽木保育園内） （38）2070

安曇川地域子育て支援センター
　　　　　（古賀保育園内） （33）1540

高島地域子育て支援センター
　　　　　（高島保育園内） （36）0660

新旭地域子育て支援センター
　　　　（大師山さくら園内）（25）3399

こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す

▼子育て支援センターはこちら

　５月８日（土）に、吹田市の
市制施行70周年記念「第27
回吹田産業フェア」に招待を受
け、訪問させていただきました。
　会場には、所狭しと数多くの
事業所が出展されており、当市
からも今津町から特産品を扱う
５店が出展販売いただきまし
た。
　マニフェストの７つの元気に
も掲げましたように、都市近郊
の利点を活かして高島の特産物
の販売を広げるため、アンテナ
ショップ（観光物産情報発信基
地）の設置についてのお話も積
極的に進めています。
　また、吹田商工会議所の役員
方々と面会し、積極的な経済交
流をしていくことで合意しまし
た。秋頃には当市にお招きし、

地元の経済関係者との交流を進
めていきたいと考えています。
　14日（金）には、第１１３
回近畿市長会が開催され「都市
行財政制度の改善」「医療保険
制度の改革等の推進」「生活環
境の整備促進、地域経済の振興」
をはじめ多くの案件について審
議し、全国市長会および関係省
庁へ提案・要望することになり
ました。
　また、この秋には第１１４回
近畿市長会が大津市で開催され
ることになりました。
　こうした機会を通して、「温
もりのある郷土・高島づくり」
の実現に向けて地方の実情を訴
え、地域の発展に繋がる施策を
実践していきたいと考えていま
す。

　22日（土）には、大津で前
原国土交通大臣と面談する機会
があり、１６１号バイパスの北
進や安曇川地域での本線整備な
ど、早急な事業実施をお願いい
たしました。
　28日（金）には、議会臨時
会を招集し、条例改正や補正予
算について審議いただき、慎重
審議の結果、提案どおりご可決
をいただきました。
　
　今年もいよいよ入梅の時期を
迎え、特に近年はゲリラ豪雨等
による水害や土砂災害が多発し
ており、市におきましても各地
域の自主防災組織や消防団員と
の連携をとり、万一に備えてい
きたいと考えています。

　ひとつきの出来事や、その時々の思いをつ
づった市長の手帳をお知らせしてまいります。
　市ホームページのＷｅｂ市長室では、毎週更
新していますので是非ご覧ください。

　　　　　　　５月31日

市長の手帳
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人
間
ド
ッ
ク
・
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

人
間
ド
ッ
ク
・
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ご
案
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ご
案
内

歯科・歯科口腔外科医師
が就任しました

＜女性希望者＞
● 乳がん検診49歳以下
　　　（乳房Ⅹ線２方向）　
　　　　　　５, ３６５円
● 乳がん検診50歳以上
　　　（乳房Ⅹ線１方向）　
　　　　　　３, ４３４円
● 子宮がん検診　　　　
　　　　　　２, １００円
　
ほかオプション検査あり。

★加入されている健康保険
組合やお勤め先などに
よっては、一定条件で助
成制度を設けているとこ
ろもありますので、ご確
認ください。

★検査内容など詳しくは、
公立高島総合病院地域連
携室までお問合せくださ
い。

　

生
活
習
慣
病
は
多
く
の
場
合
、
自
覚
症
状
が

な
く
長
時
間
を
か
け
て
発
病
に
い
た
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

た
め
に
は
「
栄
養
・
運
動
・
休
養
」
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
ま
ず
大
切
で

す
が
、
自
分
の
健
康
度
を
知
る
上
で
定
期
的
に

健
康
診
断
を
受
け
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
の
健
康

管
理
も
大
切
で
す
。

　

当
院
の
人
間
ド
ッ
ク
で
は
、
熟
練
し
た
医
師

が
診
察
を
行
い
、
放
射
線
科
・
外
科
・
眼
科
で

は
専
門
医
が
診
察
・
診
断
を
行
い
ま
す
。
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
る
時
代
へ
と
変
わ
り
つ
つ

あ
る
現
在
、
一
度
ご
自
身
の
体
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

▼
検
査
日
時　
　

　
　
　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

８
時
10
分
〜
11
時
30
分

　
（
終
了
時
間
は
状
況
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）

▼
予
約
方
法　

　
　
　

人
間
ド
ッ
ク
、
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

　
　
　

は
す
べ
て
予
約
制
で
す
。

　
　
　

公
立
高
島
総
合
病
院　

地
域
連
携
室
に

　
　
　

お
越
し
い
た
だ
く
か
、
電
話
で
ご
予
約

　
　
　

く
だ
さ
い
。

・

公
立
高
島
総
合
病
院

　
　
　
　

地
域
連
携
室　

健
診
担
当
係

　

（
３
６
）
０
２
２
０
（
代
表
）

　
　

カ
ラ
ダ
を
チ
ェ
ッ
ク
！

●生活習慣病予防健診
　　　　　１８, ０００円
●人間ドック
　　　　　２７, １６０円

検査料金

　この度、歯科口腔外科医長と
して着任いたしました。市民の
皆さまの口の中の健康を担うべ
く診療に励んでいく所存です。
口には「歯」以外にも「唇」「舌」
「歯肉」「頬

きょうねんまく

粘膜」「顎
がくかんせつ

関節」と色々
な部位があり、口腔外科では専
門的治療を行っています。お口
まわりで気になることがありま
したら、まずはお気軽にご相談
ください。

山田　理浩  医 師

　当院では、院内の看護師・歯科医師・歯科衛生士・言語聴覚
士が連携し下記のような入院患者さんを中心に専門的口腔ケア
を行っています。
　口の中を快適で清潔にすることは、美味しく食事を摂ること
のほかに、肺炎や口臭の予防、虫歯や歯周病の悪化防止や飲み
込み機能の改善、また全身状態の改善にもつながります。

・誤
ご

嚥
えん

性肺炎の方
・摂食嚥

えんげ

下障害(噛んだり、飲み
　込んだりが困難な状態）の方
・糖尿病の方
・脳梗塞、脳出血などの脳血管
　障害の方

・人工呼吸器など挿管中の方
・床ずれがある方
・口腔乾燥が著しい方
・その他専門的ケアを必要とさ
　れる方、希望される方

▼対　象（入院患者）

　対象の方に、入院された時に専門的口腔ケア実施の希望の
有無を伺います。

▼申込方法

専門的口腔ケアのおすすめ
歯科・歯科口腔外科から

保健診療の範囲内で対応▼負担金

　

織
物
は
、
た
て
糸
と
よ
こ
糸
か
ら
で
き

て
い
ま
す
。
サ
イ
ジ
ン
グ
設
備
は
、
織
物

の
準
備
工
程
で
、
織
物
を
織
り
や
す
く
す

る
た
め
に
、
た
て
糸
の
強
さ
を
整
え
る
と

と
も
に
、
表
面
に
糊
を
つ
け
、
毛
羽
立
ち

を
お
さ
え
る
機
械
で
、
織
物
組
合
の
工
場

に
設
置
さ
れ
て
い
る
設
備
を
、
事
業
者
が

共
同
で
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

　

高
島
の
織
物
は
、
大
き
く
２
つ
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
つ
は
、
高
島
で

の
生
産
量
が
全
国
シ
ェ
ア
の
約
80
％
を
占

め
る
と
い
わ
れ
て
い
る
綿
ク
レ
ー
プ
な
ど

の
薄
物
の
織
物
で
、表
面
に
凹
凸
が
あ
り
、

肌
触
り
が
よ
く
涼
し
い
素
材
と
し
て
、
ス

テ
テ
コ
な
ど
主
に
衣
料
系
で
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
自
動
車
用
の
ベ

ル
ト
や
タ
イ
ヤ
な
ど
の
基き

ふ布
、
テ
ン
ト
用

の
帆
布
の
素
材
な
ど
、
産
業
資
材
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
厚
織
系
の
織
物
で
す
。

織
物
組
合
の
資
料
で
は
、高
島
に
は
約
１
，

０
０
０
台
の
織
機
が
あ
り
、
生
産
高
は
約

55
億
円
で
す
。
ま
た
、
織
物
業
者
が
約
50

社
、
撚
糸
業
者
が
約
１
０
０
社
、
さ
ら
に

出
来
上
が
っ
た
織
物
を
晒さ
ら

す
作
業
や
染
色

を
行
う
共
同
の
事
業
場
も
あ
り
、
織
物
の

産
地
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
サ
イ
ジ
ン
グ

は
織
物
の
準
備
工
程
で
あ
り
、
い
ず
れ
の

業
種
に
も
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、市
で
は
、

産
地
全
体
の
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

織
物
組
合
で
は
、
販
路
を
開
拓
す
る
た

め
に
、
東
京
で
開
催
さ
れ
る
日
本
で
最
大

の
繊
維
の
見
本
市
で
あ
る
「
ジ
ャ
パ
ン
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
」に
出
展
し
て
い
る
ほ
か
、

展
示
会
「
ビ
ワ
タ
カ
シ
マ
素
材
展
」
を
大

阪
と
東
京
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
展
示
会

で
は
、
大
学
と
の
共
同
製
作
に
よ
り
、
女

子
学
生
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
「
〜
彼
テ
コ
〜

彼
氏
に
は
か
せ
た
い
ス
テ
テ
コ
」
が
話
題

に
な
り
、
流
通
大
手
か
ら
商
談
が
入
る
な

ど
、
新
商
品
の
開
発
提
案
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

メ
ー
カ
ー
と
の
商
談
で
は
、
新
商
品
の

提
案
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
が
、
組
合
の
サ
イ
ジ
ン
グ
設
備
は
老
朽

化
し
て
い
て
、
せ
っ
か
く
の
商
談
に
も
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
回
、
導

入
す
る
サ
イ
ジ
ン
グ
設
備
は
、
例
え
ば
綿

糸
と
化
学
繊
維
の
よ
う
に
２
種
類
の
糸
を

同
時
に
糊
付
け
す
る
こ
と
が
で
き
、
従
来

の
よ
こ
糸
の
工
夫
に
加
え
、
た
て
糸
に
も

工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
、
新
商
品
の
開
発

提
案
に
も
弾
み
が
つ
き
ま
す
。

　

市
内
の
繊
維
関
係
の
事
業
所
で
は
、
世

界
的
な
経
済
危
機
の
余
波
を
受
け
、
今
な

お
雇
用
調
整
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
所

も
あ
り
ま
す
。
新
商
品
を
開
発
し
新
た
な

販
路
を
開
拓
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な

る
発
展
を
目
指
さ
れ
る
地
場
産
業
の
頑
張

り
を
、
市
も
精
一
杯
応
援
し
ま
す
。

商
工
振
興
課

　

（
２
５
）
８
５
１
４

　

市
内
の
繊
維
関
係
の
事
業
所
は
、
世
界
的
経
済
危
機
の
影
響
を
受
け

て
苦
し
い
経
営
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
年
度
、
高
島
織
物
工
業
協
同
組
合
が
新

た
な
販
路
を
広
げ
る
た
め
に
取
り
組
ま
れ
る
「
高
性
能
サ
イ
ジ
ン
グ
設

備
」
導
入
事
業
を
、
市
は
支
援
し
ま
す
。

サイジング設備

大学との共同製作「～彼テコ～彼氏にはかせたいステテコ」

地
場
産
業
活
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

が
ん
ば
る
地
場
産
業
を

　
　
　
　
　
　

支
援
し
ま
す

サ
イ
ジ
ン
グ
設
備
と
は

織
物
の
産
地
「
高
島
」

　

綿
ク
レ
ー
プ
は
全
国
シ
ェ
ア
80
％

販
路
拡
大
に
取
り
組
む

大
学
と
の
連
携「
彼
テ
コ
」が
話
題
に

新
し
い
サ
イ
ジ
ン
グ
設
備
が

　
　
　
　
　
　
　

ど
う
し
て
必
要
？

事業を紹介

未来への種

地
場
産
業
活
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

　
　

高
島
織
物
工
業
協
同
組
合
高
性
能
サ
イ
ジ

　
　

ン
グ
機
械
導
入
事
業

　
　
　

▼
補
助
限
度
額　

 

８
０
，０
０
０
千
円
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《
市
営
住
宅
》

◆
定
期
募
集

▼
募
集
期
間

　
　

７
月
１
日
（
木
）
〜
７
月
14
日
（
水
）

※
募
集
す
る
住
宅
は
、６
月
30
日
（
水
）

に
市
役
所
、
各
支
所
の
掲
示
板
で
公

表
し
ま
す
。

　
◆
随
時
募
集

▼
募
集
住
宅

　
　

第
２
古
賀
団
地
（
３
Ｄ
Ｋ
）

　
　
　

１
1
，
7
０
０
円
〜
１
7
，
4
０
０
円

　
　

上
野
第
１
団
地
（
３
Ｋ
）

　
　
　

１
３
，
２
０
０
円
〜
１
９
，
６
０
０
円

　
　

上
野
第
３
団
地
（
３
Ｋ
）

　
　
　

１
１
，
４
０
０
円
〜
１
７
，
０
０
０
円

　
　

上
野
第
４
団
地
（
３
Ｄ
Ｋ
）

　
　
　

１
２
，
３
０
０
円
〜
１
８
，
３
０
０
円

▼
申
込
資
格

　
　

１
．
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
、
勤
務

　
　
　

地
を
有
す
る
方

　
　
　
（
朽
木
地
域
の
住
宅
は
除
く
）

　
　

２
．
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

　
　

３
．
入
居
予
定
者
全
員
の
合
計
の
収

　
　
　

入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
下
の
方

　
　

４
．
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

　
　

５
．
そ
の
他
、
市
の
基
準
を
満
た
す
方

《
中
堅
所
得
者
向
け
賃
貸
住
宅
》

◆
定
期
募
集

▼
募
集
期
間

　
　

７
月
１
日
（
木
）
〜
７
月
14
日
（
水
）

▼
募
集
住
宅

　
　

第
２
サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ
・
マ
キ
ノ
（
３

　
　

Ｄ
Ｋ
）
５
０
，
０
０
０
円

◆
随
時
募
集　

▼
募
集
住
宅

　
　

荒
川
惣
田
団
地
（
３
Ｄ
Ｋ
）

　
　
　

３
２
，
０
０
０
円　
　

　
　

サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ･

マ
キ
ノ（
３
Ｄ
Ｋ
）

　
　
　

４
８
，
０
０
０
円

▼
申
込
資
格

　

１
．
同
居
す
る
親
族
の
い
る
方

　

２
．
入
居
予
定
者
全
員
の
合
計
所
得
が   

　
　

一
定
額
以
上
の
方
（
年
令
に
よ
っ
て

　
　

必
要
金
額
が
異
な
り
ま
す
。）

　

３
．
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

※
募
集
の
住
宅
は
、
平
成
22
年
6
月
1
日

　

現
在
の
状
況
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

　

は
、
住
宅
管
理
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

住
宅
管
理
課　

（
２
２
）
０
０
４
８

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
が
成
人
と
し
て
の
社

会
的
責
任
を
自
覚
し
行
動
す
る
き
っ
か
け

作
り
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
皆
さ
ん
が
新

成
人
の
晴
れ
の
門
出
を
お
祝
い
し
励
ま
す

場
と
し
て
、
今
年
度
も
成
人
式
を
開
催
し

ま
す
。

　

た
だ
い
ま
、
こ
の
成
人
式
を
企
画
・
運

営
す
る
実
行
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
一
生
に
一
度
き
り
の

成
人
式
を
自
分
た
ち
の
手
で
思
い
出
に
残

る
素
敵
な
も
の
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
平
成
23
年
成
人
式
》

▼
日　

時　

平
成
23
年
１
月
９
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
（
成
人
の
日
の
前
日
）

　
　
　
　
　
　
　

14
時
か
ら

▼
場　

所　

高
島
市
民
会
館

▼
対
象
者　

平
成
２
年
（
１
９
９
０
年
）
４
月

２
日
か
ら
平
成
３
年（
１
９
９
１
年
）

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

高
島
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

ま
た
は
希
望
者

　

高
島
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方

に
は
、
12
月
上
旬
に
ご
案
内
の
通
知
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
市
外
に
住
民
登
録

を
移
さ
れ
た
方
で
も
出
席
で
き
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
社
会
教
育
課
青
少
年

育
成
室
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

社
会
教
育
課
青
少
年
育
成
室

　

（
３
２
）
４
４
５
８

　

養
護
学
校
や
小
中
学
校
の
特
別
支
援
学

級
に
通
う
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
夏

休
み
を
有
意
義
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た

め
、「
高
島
サ
マ
ー
ホ
リ
デ
ー
」
を
開
催

し
ま
す
。
創
作
や
プ
ー
ル
遊
び
な
ど
様
々

な
活
動
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ

い
な
が
ら
１
日
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
す
。

こ
の
事
業
を
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
指

導
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

指
導
員
は
、
子
ど
も
た
ち
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
良
い
関
係
を
築
け
て
い
る
か
ど
う

か
な
ど
１
日
の
会
場
全
体
を
見
て
い
た
だ

く
役
割
で
、障
害
児
支
援
に
携
わ
っ
た
り
、

同
種
の
事
業
の
経
験
が
あ
る
方
を
対
象
と

し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

参
加
児
童
・
生
徒
と
１
日
一
緒
に
過
ご
し

て
い
た
だ
け
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

大
歓
迎
で
す
。

　
「
高
島
サ
マ
ー
ホ
リ
デ
ー
」
は
、
平
成

３
年
か
ら
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん

の
方
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
今
年
で
20

年
目
を
迎
え
ま
す
。
皆
さ
ん
奮
っ
て
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
開
催
場
所
・
期
間

　

・
７
月
21
日
（
水
）・
22
日
（
木
）

　
　
　

安
曇
川
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

　

・
７
月
23
日
（
金
）・
26
日
（
月
）・

　
　
　
　

27
日
（
火
）・
29
日
（
木
）・

　
　
　
　

30
日
（
金
）

　
　
　

高
島
保
健
セ
ン
タ
ー

　

・
８
月
2
日 

（
月
）
〜
11
日
（
水
）

　
　
　

※
土
日
を
除
く

　
　
　

今
津
保
健
セ
ン
タ
ー

　

・
８
月
18
日
（
水
）
〜
24
日
（
火
）

　
　
　

※
土
日
を
除
く

　
　
　

今
津
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
開
催
時
間　

９
時
〜
16
時

▼
募
集
期
間

　

開
催
期
間
終
了
ま
で
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

障
害
福
祉
課　

（
２
５
）
８
５
１
６

　

聴
覚
障
害
者
と
の
、
日
常
会
話
に
必
要

な
手
話
の
習
得
と
障
が
い
へ
の
理
解
を
目

的
に
開
催
し
ま
す
。
講
座
は
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
沿
っ
て
実
技
と
講
義
を
取
り
入
れ

な
が
ら
行
い
、
全
国
手
話
検
定
試
験
（
10

月
）
に
向
け
て
学
習
し
ま
す
。

▼
日　

時

　
　

７
月
24
日
（
土
）
〜
10
月
23
日
（
土
）

　
　

※
木
曜
日
に
９
回
、
土
曜
日
に
５
回

　
　
　

開
催
（
全
14
回
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
場　

所　

安
曇
川
公
民
館　

▼
対
象
者

　
　

18
歳
以
上
の
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

　
　

の
方

　
　

手
話
の
学
習
経
験
の
な
い
方

▼
定　

員　

20
人

▼
参
加
費　

無
料

　
　
　
　

※
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代　
　

　
　
　
　
　

１
，
２
０
０
円
は
実
費
負
担

▼
募
集
期
間

　
　

７
月
１
日
（
木
）
〜
７
月
16
日
（
金
）

　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

・

障
害
福
祉
課　

（
２
５
）
８
５
１
６

　

見
え
に
く
い
・
見
え
な
い
こ
と
で
外
出

を
た
め
ら
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
の
、
社
会

参
加
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
出
前
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
高
島
市
視
覚
障
害
者
福

祉
協
会
会
員
と
の
交
流
な
ど
、
新
し
い
出

会
い
が
一
歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▼
日　

時

　
　

８
月
４
日（
水
）　

13
時
30
分
〜
15
時

▼
場　

所　

　
　

安
曇
川
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

　
　

タ
ー　

ア
ン
フ
ィ
ニ　
　
　
　
　
　

　
　
　
（
安
曇
川
町
下
小
川
２
４
４
１
ー
４
）

▼
対
象
者　

　

高
島
市
内
在
住
で
視
覚
に
障
が
い

の
あ
る
方
と
そ
の
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
、
民
生

委
員
な
ど

▼
内　

容

　

全
盲
の
ロ
イ
さ
ん
か
ら
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
生
活
や
文
化
、
来
日
の

き
っ
か
け
、
祖
国
の
視
覚
障
害
者
を

支
援
す
る
活
動
な
ど
に
つ
い
て
の
講

演
。

　
　

講　

師
：

　
　
　

県
立
盲
学
校
理
療
科
教
諭　
　
　

　
　
　
　

ロ
イ
・
ヴ
ィ
ッ
シ
ョ
ジ
ト
さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
視
覚
障
害
者
支
援
協
会

シ
ョ
プ
ノ
代
表
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
募
集
期
間　

７
月
20
日
（
火
）
ま
で

▼
申
込
方
法

　

滋
賀
県
立
視
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

ま
で
、
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

滋
賀
県
立
視
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

０
７
４
９
（
２
２
）
７
９
０
１

　

愛
媛
県
大
洲
市
は
、
近
江
聖
人
中
江
藤

樹
先
生
の
勉
学
の
地
で
あ
り
、
高
島
市
は

友
好
交
流
市
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
交
流
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
一
環
と
し
て
、

「
大
洲
市
友
好
市
民
」
を
本
年
も
募
集
し

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
年
会
費　

５
，
０
０
０
円

▼
特　

典

　

・
大
洲
市
物
産
品
の
提
供

　
　
　
（
年
２
回　

６
，
５
０
０
円
相
当
）

い
も
た
き
セ
ッ
ト
、
み
か
ん
ジ
ュ
ー

ス
、
麺
セ
ッ
ト
、
菓
子
等
詰
合
せ

な
ど
か
ら
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

・
大
洲
市
内
宿
泊
施
設
の
15
％
割
引

（
た
だ
し
、
旅
行
代
理
店
を
通
し
た

場
合
は
適
用
外
）

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

平
成
23
年
成
人
式
の

　
　
　
　

実
行
委
員
募
集

「
高
島
サ
マ
ー
ホ
リ
デ
ー
」

指
導
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
入
門
課
程
）
受
講
生
募
集

滋
賀
県
立
視
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

出
前
教
室

中
江
藤
樹
先
生
勉
学
の
地

　

大
洲
市
友
好
市
民
募
集
中
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※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課　

（
３
２
）
４
４
７
３

　

地
域
に
住
む
人
々
の
支
え
や
ま
ち
の
顔

と
し
て
象
徴
さ
れ
る
巨
木
や
名
木
。
こ
れ

ら
を
次
世
代
へ
継
承
す
る
た
め
に
行
わ
れ

る
樹
木
の
診
断
や
治
療
、
生
育
状
態
の
回

復
等
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
樹
木　

　

巨
木
（
地
上
高
１
．
３
ｍ
の
幹
回

り
が
３
ｍ
以
上
）
ま
た
は
名
木
（
歴

史
的
に
由
緒
が
あ
る
も
の
等
）。
た

だ
し
、
対
象
樹
木
が
一
般
に
公
開
さ

れ
、管
理
保
存
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

▼
実
施
箇
所　

市
内
一
箇
所

▼
申
込
期
限　

７
月
23
日
（
金
）
ま
で

※
な
お
、
補
助
金
額
に
は
上
限
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

森
林
水
産
課　

（
２
５
）
８
５
１
２

　

も
く
も
く
の
里
（
吹
田
市
立
少
年
自
然

の
家
）
は
、
高
島
市
の
皆
さ
ん
も
利
用
し

て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
対
象
は
、
地
区
の
こ
ど
も
会
や
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
な
ど

の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
で
、
申
込
期
間
は
、

利
用
希
望
日
の
２
か
月
前
か
ら
１
か
月
前

ま
で
で
、
電
話
で
受
け
付
け
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、保
育
園
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
等
の
日
帰

り
利
用
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

吹
田
市
立
少
年
自
然
の
家

　
　
　
　
　
　

高
島
市
今
津
町
南
生
見

　

（
２
４
）
０
１
３
１

　
「
聞
こ
え
」
に
つ
い
て
、
専
門
家
の
お

話
や
、
体
験
さ
れ
た
方
の
お
話
を
き
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

集
会
で
の
会
話
や
電
話
で
の
話
が
聞
き

取
り
に
く
い
な
ど
、「
聞
こ
え
」
に
関
す

る
お
悩
み
が
あ
る
方
の
ご
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

▼
日
時　

７
月
24
日
（
土
）
13
時
〜
16
時

▼
場
所　

安
曇
川
公
民
館

▼
対
象
者　

　
　

興
味
が
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も

▼
内
容

・
言
語
聴
覚
士
に
よ
る
「
聴
力
の
し
く

み
に
つ
い
て
」
の
お
話

・
補
聴
器
や
補
聴
援
助
機
器
を
活
用
さ

れ
て
い
る
方
の
体
験
談

・
聴
力
検
査
と
個
別
相
談

▼
参
加
費　

無
料

▼
そ
の
他

　

要
約
筆
記
、磁
気
誘
導
ル
ー
プ（
補

聴
器
を
補
助
す
る
放
送
設
備
）
の
用

意
あ
り

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
会
場

　

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

滋
賀
県
立
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー　

　

０
７
７
（
５
６
１
）
６
１
１
１

　
「
凪
の
会
お
う
み
」
は
、
大
切
な
家
族

を
自
死
で
亡
く
し
た
自
死
遺
族
の
集
ま
り

で
す
。
同
じ
よ
う
な
悲
し
み
や
苦
し
み
を

体
験
し
た
者
同
士
が
集
ま
り
、
自
ら
の
体

験
を
語
り
、
聞
く
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
自

分
の
心
を
整
理
し
て
い
く
大
切
な
場
で

す
。

　

家
族
に
も
親
し
い
友
人
に
も
話
せ
な
い

悲
し
み
、
寂
し
さ
、
怒
り
な
ど
、
抱
え
て

い
る
お
気
持
ち
を
安
心
し
て
お
話
く
だ
さ

い
。▼

日　

時　

７
月
31
日
（
土
）　

　
　
　
　
　
　

14
時
〜
16
時
30
分

▼
場　

所　

新
旭
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費　

３
０
０
円
（
お
茶
代
）

滋
賀
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

０
７
７
（
５
６
７
）
５
０
１
０

　

マ
キ
ノ
で
採
れ
る
新
鮮
な
野
菜
や
果
物

な
ど
の
農
産
物
販
売
や
、
子
ど
も
た
ち
も

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
た
く
さ
ん
用

意
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。▼

日　

時

　

７
月
25
日
（
日
）
10
時
〜
16
時

　
　

※
小
雨
決
行

▼
場　

所　

　

マ
キ
ノ
ピ
ッ
ク
ラ
ン
ド

▼
内　

容　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ス
イ
カ
割
り

大
会
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
早
食
い
大
会
、

お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

マ
キ
ノ
ピ
ッ
ク
ラ
ン
ド

　

（
２
７
）
１
８
１
１

▼
日
時　

　
　

７
月
16
日（
金
）　

13
時
30
分
〜
16
時

　
　

※
受
付　

13
時
〜
15
時

淡
海
の
巨
木
・
名
木

　
　
　

次
世
代
継
承
事
業

も
く
も
く
の
里
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

自
死
遺
族
の
集
い

　
　

「
凪な

ぎ

の
会
お
う
み
」

味み

か

く
果
食
ま
つ
り
２
０
１
０

登
記
・
相
続
・
遺
言
・
地
デ
ジ
な
ど

高
島
行
政
な
ん
で
も
相
談
所
の
開
設

　

・
観
光
名
所
入
場
料
の
割
引

　

・
大
洲
市
の
情
報
の
提
供

▼
申
込
締
切　

７
月
30
日
（
金
）

▼
申
込
方
法

　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
等

で
市
役
所
市
民
活
動
支
援
課
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
時

に
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
活
動
支
援
課

　

（
２
５
）
８
５
２
６

　

（
２
５
）
８
１
５
６

　

shim
inkatudo@

city.

　
　
　
　
　

takashim
a.shiga.jp

　

異
文
化
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
現
地
出
身
の
先
生
と
気
軽
に
英
会
話

や
中
国
語
を
楽
し
め
る
交
流
サ
ロ
ン
を
行

い
ま
す
。
英
語
や
中
国
語
が
話
せ
な
く
て

も
大
丈
夫
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

《
英
語
交
流
サ
ロ
ン
》

▼
開
催
日
程

　
　

７
月
14
日
（
水
）

　
　
　
（
１
回
目
）
17
時
15
分
〜
18
時
15
分

　
　
　
（
２
回
目
）
18
時
30
分
〜
19
時
30
分

　
　

７
月
21
日
（
水
）

　
　
　
（
１
回
目
）
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

　
　
　
（
２
回
目
）
14
時
45
分
〜
15
時
45
分

▼
場
所　

新
旭
公
民
館　

３
階
研
修
室

▼
講
師　

ケ
ビ
ン
・
デ
ィ
ー
ガ
ン
さ
ん

《
中
国
語
交
流
サ
ロ
ン
》

▼
開
催
日
程

　
　

７
月
25
日
（
日
）　

　
　
　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

　
　

８
月
12
日
（
木
）  

　
　
　

18
時
〜
19
時

▼
場
所　

今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
　
　
　
　

タ
ー　

ロ
ビ
ー

▼
講
師　

王　

愛
さ
ん

《
共
通
事
項
》

▼
対
象
者　

ど
な
た
で
も

▼
参
加
費　

　

一
般
３
０
０
円
（
会
員
割
引
有
り
）

▼
定　

員　

　

毎
回
10
人
程
度　
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法　

　
　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
島
市
国
際
協
会

　

（
２
０
）
１
１
８
０

　

（
２
０
）
１
１
８
２

　

tifa8
2
2
@
ares.eonet.ne.jp

　

高
齢
者
が
新
し
い
知
識
と
教
養
を
身
に

つ
け
、
地
域
の
担
い
手
と
な
る
た
め
の
支

援
を
行
う
滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学

の
、
第
33
期
生
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

▼
修
業
期
間

　
　

平
成
22
年
10
月
〜
平
成
24
年
９
月

　
　
　
（
２
年
間
）

▼
場
所

　
　

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
草
津
校

　
　
　
（
県
立
長
寿
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
米
原
校

　
　
　
（
県
立
文
化
産
業
交
流
会
館
内
）

▼
対
象
者　

県
内
在
住
者
で
、
平
成
22
年
10
月
１

日
現
在
で
60
歳
以
上
の
方

▼
授
業
料
（
年
額
）

　
　

１
年
目　

３
５
，
０
０
０
円

　
　

２
年
目　

５
０
，
０
０
０
円

　
　

※
教
材
費
等
は
別
途
自
己
負
担

▼
募
集
期
間　

　
　

６
月
16
日
（
水
）
〜
７
月
21
日
（
水
）

▼
申
込
方
法

　

入
学
願
書
に
必
要
事
項
を
記
載
の

上
、
長
寿
介
護
課
ま
た
は
最
寄
り
の

保
健
セ
ン
タ
ー
（
朽
木
地
域
は
朽
木

支
所
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・

長
寿
介
護
課　

（
２
５
）
８
０
２
９

　

市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
大
学

な
ど
で
学
ぶ
こ
と
が
困
難
な
方
に
対
し

て
、
育
英
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
23
年
度
を
対
象
と
し
た
清
水
安
三

育
英
資
金
貸
与
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま

す
。

　《
高
島
市
清
水
安
三
育
英
資
金
貸
付
制
度
》

　

新
旭
町
出
身
で
、
桜
美
林
学
園
の
創
立

者
で
あ
る
清
水
安
三
氏
が
、
優
れ
た
人
材

と
向
学
心
に
燃
え
る
後
進
育
成
の
た
め
に

寄
付
さ
れ
た
資
金
を
基
に
設
立
さ
れ
た
制

度
で
す
。

▼
申
請
対
象

市
内
に
本
人
ま
た
は
保
護
者
が
居
住

し
て
い
る
方

▼
貸
付
対
象

大
学
・
修
学
年
限
２
年
以
上
の
専
修

学
校
に
就
学
し
よ
う
と
す
る
方

▼
貸
付
額

　
　
〈
一
般
〉
月
額
３
万
円
を
限
度

　
　
〈
特
別
〉
月
額
５
万
円
を
限
度

▼
償
還
期
間

貸
与
期
間
終
了
後
、
１
年
の
据
置
期

間
を
含
め
７
年
以
内

▼
受
付
期
間

　
　

７
月
１
日
（
木
）
〜
７
月
16
日
（
金
）

　
　

※
在
籍
す
る
学
校
を
経
由
し
て
提
出

　
　
　

し
て
く
だ
さ
い
。

《
そ
の
他
基
金
の
貸
与
申
請
受
付
》

○
高
島
市
高
島
屋
奨
学
金
育
英
資
金
貸
付

制
度
（
11
月
頃
を
予
定
）

○
高
島
市
育
英
資
金
貸
付
制
度

　
　
　

  

（
平
成
23
年
１
月
頃
を
予
定
）

国
際
交
流
サ
ロ
ン
（
英
語
・
中
国
語
）

　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

清
水
安
三
育
英
資
金
貸
与
申
請

　

受
付
開
始

レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学

　
　
　
　

第
33
期
生
募
集

難
聴
に
関
す
る
講
習
会
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 5 月に開催しました定例教育委員会についてお知らせします。

▼　

議　

事

・
高
島
市
有
形
文
化
財
の
指
定
に  

　

つ
い
て

　

高
島
市
文
化
財
保
護
審
議
会

の
答
申
を
基
に
、
朽
木
中
牧
の

大
宮
神
社
「
本
殿
」「
八
幡
社
」

「
常
神
社
」
を
高
島
市
有
形
文

化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
建
物
は
、
中
世
の
技
法

や
意
匠
を
伝
え
、
古
い
部
材
を

極
力
残
す
な
ど
地
域
で
大
切
に

継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

５
月
27
日
開
催

第
５
回
定
例
会
報
告

　
　
　

・
高
島
市
図
書
館
協
議
会
委
員
の

　

任
命
に
つ
い
て

・
高
島
市
教
科
用
図
書
選
定
委
員

　

会
委
員
の
委
嘱
お
よ
び
任
命
に

　

つ
い
て

・
高
島
市
教
科
用
図
書
選
定
に
関

　

す
る
調
査
審
議
の
諮
問
に
つ
い

　

て
　

各
議
案
に
つ
い
て
、
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▼
主
な
協
議
・
報
告
事
項

・
平
成
22
年
度
高
島
市
立
学
校
学

　

校
評
議
員
に
つ
い
て

・
平
成
22
年
度
高
島
市
立
学
校
学

　

校
評
価
に
つ
い
て

・
平
成
22
年
度
高
島
市
教
育
委
員

　

会
の
学
校
・
園
訪
問
に
つ
い
て

・
平
成
22
年
度
教
育
研
究
所
事
業

　

に
つ
い
て

・
平
成
23
年
高
島
市
成
人
式
の
開

　

催
と
運
営
に
つ
い
て

　

写
真
は
、
昨
年
の
夏
休
み

に
実
施
さ
れ
た
「
よ
え
も
ん

道
場
・
う
ず
し
お
キ
ャ
ン
プ
」

で
の
１
コ
マ
で
す
。

　

よ
え
も
ん
道
場
は
、
子
ど

も
た
ち
が
地
域
の
歴
史
学
習

や
自
然
体
験
を
通
し
て
地
域

へ
の
愛
着
を
育
む
と
と
も

に
、
異
な
る
地
域
や
学
年
の

仲
間
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
、
高
島
市
青
少
年
育

成
市
民
会
議
が
行
っ
て
い
る

事
業
で
す
。

　

市
内
の
史
跡
見
学
や
ハ
イ

キ
ン
グ
、
夏
休
み
の
県
外

キ
ャ
ン
プ
な
ど
が
あ
り
、
昨

年
は
淡
路
島
で
ス
ト
ー
ン
ペ

イ
ン
テ
ィ
ン
グ
、カ
ッ
タ
ー
、

地
引
網
な
ど
の
体
験
活
動
を

行
い
ま
し

た
。
今
年
度

は
、
鳥
取

県
・
大
山
で

の
キ
ャ
ン
プ

な
ど
が
予
定

さ
れ
て
い
ま

す
。

　子どもたちを地域社会全体で見守り、心豊かに育てられる環境づくりを
目指す、放課後活動や青少年活動の取り組みを紹介します。

　

高
島
市
教
育
委
員
会
で
は
、
事
業
の
課
題
や

次
年
度
の
取
り
組
み
方
を
明
確
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
平
成
21
年
度
の
教
育
に
関
す
る
事

務
事
業
を
点
検
・
評
価
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
点
検
評
価
の
対
象

　
『
平
成
21
年
度
高
島
市
教
育
行
政
基
本
方
針
』

に
基
づ
く
事
務
事
業
を
中
心
と
し
た
１
２
０
事

業
◎
評
価
基
準

　

必
要
性
、
効
率
性
、
効
果
の
３
つ
の
区
分
ご

と
に
次
の
４
段
階
で
評
価
し
ま
し
た
。

　
　

Ａ　

計
画
ど
お
り
進
め
る

　
　

Ｂ　

進
め
方
を
改
善
ま
た
は
計
画
ど
お
り
進
め
る

　
　

Ｃ　

内
容
や
実
施
主
体
の
見
直
し
等
が
必
要

　
　

Ｄ　

民
営
化
、
休
・
廃
止
等
の
抜
本
的
な
見
直

　
　
　
　

し
が
必
要

◎
評
価
結
果

　

３
つ
の
区
分
ご
と
に
評
価
し
た
結
果
に
基
づ

き
、「
今
後
の
方
向
性
と
改
善
計
画
」
を
ま
と

め
ま
し
た
。

　
　

○  

重
点
的
に
継
続
 …
…
…
…
…
…
５
事
業

　
　

○  

現
状
の
ま
ま
継
続
 …
…
…
…
…
36
事
業

　
　

○  

内
容
を
見
直
し
な
が
ら
継
続
 …
61
事
業

　
　

○  

統
合
・
連
携
を
検
討
 …
…
…
…
４
事
業

　
　

○  

終
了
・
完
了
 …
…
…
…
…
…
…
14
事
業

１放課後の子どもたち

　

評
価
結
果
報
告
書
は
、
教
育
総
務
課
で
縦
覧

で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
総
務
課
）

行たは県のなさす

よえもん道場　うずしおキャンプ

i
▼
場
所　

　

新
旭
公
民
館　

４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　

行
政
な
ん
で
も
相
談
所
で
は
、
次
の
よ

う
な
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
ご
相

談
は
無
料
で
、
予
約
は
不
要
で
す
。
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

《
参
加
機
関
・
相
談
内
容
》

　

・
大
津
地
方
法
務
局

　
　
　
　

…
土
地
登
記
関
係

　

・
滋　

賀　

県

　
　
　
　

…
県
の
行
政
全
般

　

・
高　

島　

市

　
　
　
　

…
市
の
行
政
全
般

　

・
滋
賀
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

…
地
デ
ジ
関
係

　

・
滋
賀
県
司
法
書
士
会

　
　
　
　

…
登
記
、
相
続
、
多
重
債
務
、

　
　
　
　
　

成
年
後
見
等

　

・
滋
賀
県
行
政
書
士
会

　
　
　
　

…
遺
言
書
、
遺
産
分
割
協
議
書

　
　
　
　
　

等
の
書
き
方
等

　

・
行
政
相
談
委
員
（
総
務
大
臣
委
嘱
）

　
　
　
　

…
国
の
行
政
全
般

　

・
滋
賀
行
政
評
価
事
務
所

　
　
　
　

…
国
の
行
政
全
般

滋
賀
行
政
評
価
事
務
所　

行
政
相
談
課

　

０
７
７
（
５
２
３
）
１
９
２
６

　

高
島
市
役
所　

生
活
相
談
課

　

（
２
５
）
８
１
２
５

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
差
別
や
い
じ
め

な
ど
、
人
権
に
関
わ
る
問
題
で
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
？　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
人
権

擁
護
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

▼
日　

時

　
　

７
月
14
日
（
水
）　

13
時
〜
16
時

▼
場　

所

　
　

高
島
市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

▼
対
象
者　

　

ど
な
た
で
も

人
権
施
策
課

　

（
２
５
）
８
５
２
４

　

自
分
自
身
の
こ
と
や
家
族
の
こ
と
を
人

に
話
す
の
は
勇
気
が
い
る
こ
と
で
す
が
、

専
門
の
女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
あ
な
た
の

悩
み
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
あ
な
た
に

あ
っ
た
解
決
の
手
が
か
り
を
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
す
。

▼
相
談
日
・
場
所　

　
《
働
く
女
性
の
家
》

　
　
　

７
月
10
日
（
土
）、
14
日
（
水
）、　

　
　
　
　
　

21
日
（
水
）

　
《
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
》（
高
島
公
民
館
）

　
　
　

７
月
28
日
（
水
）

▼
時　

間　

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分　

　
　

※
相
談
時
間
は
、お
一
人
50
分
で
す
。

▼
対
象
者　

　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学
の
女
性

▼
申
込
方
法

　

予
約
制
で
す
の
で
、
相
談
専
用
電

話
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

専
用
電
話
（
２
２
）
４
０
５
２

　
　

受
付
時
間　

９
時
〜
17
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
火
〜
土
曜
日
）

【
男
性
の
た
め
の
悩
み
相
談
】

　

滋
賀
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の

「
男
女
共
同
参
画
相
談
室
」
を
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
専
用
電
話

　
　

０
７
４
８
（
３
７
）
８
７
３
９

　

相
談
日
時

　
　

○
火
・
水
・
金
・
土
・
日
曜
日

　
　
　

９
時
〜
正
午
・
13
時
〜
17
時

　
　

○
木
曜
日

　
　
　

９
時
〜
正
午
・
17
時
〜
20
時
30
分

　
　

　

ど
ち
ら
の
相
談
機
関
も
、
費
用
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

働
く
女
性
の
家

　

（
２
２
）
５
７
７
５　

　

特
設
人
権
な
ん
で
も
相
談
所

女
性
の
た
め
の
悩
み
相
談
室
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介護、介護予防、健康、福祉、
高齢者虐待防止、権利擁護など
の相談をお受けしています。

マキノ
今　津
新　旭

朽　木
安曇川
高　島

北  部 地域包括支援センター
　　　　 今津保健センター内
　　　　 （22）0193

南  部 地域包括支援センター
　　安曇川ふれあいセンター１階
　　　　 （32）2520

　低栄養とは、たんぱく質やエネ
ルギーが不足している状態です。
　低栄養が疑われるのは次のよ
うな方です。

①この半年で２～３ｋｇ
　　　　体重が減っている方
②肥満度（ＢＭＩ）が
　　　　　　18. ５未満の方

③生活機能評価の結果、
　　血清アルブミン値が
　　　　３. ８g/dl 以下の方

　高齢者は消化機能の低下、噛
む力、飲みこむ力の低下等加齢
による変化や、一人暮らしで食

事づくりがおっくうになる、買
い物に行きにくい等の環境的要
因が重なりやすく、低栄養にな
りやすいと言われています。

　食事から十分なエネルギーや
たんぱく質がとれないと、身体
を動かすために、今ある筋肉や
脂肪から不足を補おうとするた
め、筋肉が痩せて、身体が動き
にくい、疲れやすい等の症状が
でてきます。また体力が低下す
ると、買い物や調理がおっくう
になる等の意欲低下につなが
り、さらに食べられなくなると
言った悪循環をおこす可能性が
あります。悪循環となる前に低
栄養を予防しましょう！

低栄養ってなあに？

なぜ高齢者が低栄養に
　　　　なりやすいの？

　おおむね65歳以上の方の介護予防教室です。
　初めての方も参加していただけます。お気軽に
ご参加ください。
　 ▼時　間　10時～正午
　 ▼持ち物　お茶、タオル
NPOどろんこ　 （20）2301

　または各保健センター

　家族介護教室では、専門家を交えて介護に関す
る学習や、参加者同士の交流を行っています。

　 ▼時　間　11時～15時頃
　 ▼内　容　『みんなで介護について
　　　　　　　　　　　話しましょう』
　 ▼講　師　特別養護老人ホームやまゆりの里
　　　　　　山﨑雅也　認知症専門指導士
　 ▼対　象　介護中の方、介護に関心のある方
　 ▼参加費　昼食代（1,000円程度）
　 ▼申込み　開催日前日までに
　　　　　　各地域包括支援センターまで

場　　所 開   催  日 内　　容
今津保健センター ７月2日（金）転ばぬ先の体力

づくり朽木保健センター ７月9日（金）
高島保健センター ７月12日（月）

元気の源食生活やすらぎ荘（新旭） ７月16日（金）
マキノ保健センター ７月30日（金）

開催日 場　所
７月14日（水）マキノ保健センター１階和室
７月27日（火）新旭やすらぎ荘

※申込みは不要です。

家族介護教室元気カレッジ

　暑い夏場は食欲が低下し、食事量が減ったり、あっさりした食事ばかり
摂りがちですが、高齢者の方は低栄養になりやすいので注意が必要です。

低栄養予防のための工夫
　ご飯、パン、麺類などの主
食・肉、魚、卵、豆腐などの
主菜を毎食摂りましょう！

　食欲がない時は、牛乳、プ
リン等、食べやすくてエネル
ギーとたんぱく質が多く含ま
れた食品を摂るようにしま
しょう。

　食品は『たくさん』よりも『ま
んべんなく』食べましょう。

　全部食べられない時は、お
かずを先に食べましょう。

　家族や友達と一緒に食事す
る、自分が畑で作った作物を
使って調理するなど、食べる
ことを楽しみましょう。

　入れ歯が合わない、胃腸の
調子が悪い等の不具合を治し
ましょう！

1
2

3
4
5
6

※ＢＭ I ＝体重（Kg）÷身長 (M）÷身長 (M）

なぜ
低栄養はいけないの？

まだ間に合います

健康診査
　５月から地区の集会所などを回って集団健
診を行っています。健診はもうお済みでしょ
うか？　自分の身体の状態を知ることは健康
への第一歩です。まだ健診を受けておられな
い方は、受診するようにしましょう！
　集団健診は７月 12日（月）（今津地区）
まで、医療機関で実施している個別健診は９
月末まで受診できます。詳しくは「たかしま
健康だより」をご覧いただくか、各保健セン
ターへお問合せください。

　滋賀県愛の血液助け合い運動とは、広く献血に
対する理解と協力を求め、県内の医療機関で必要
とされる輸血用血液を確保するため、成分献血と
400㎖の全血献血にご協力をお願いするもので
す。
　市内で行われる献血情報をメール配信および高
島市のホームページで公開しています。ご利用い
ただき、献血にご協力ください。

　７月15日（木）に南部健康福祉センターで予定
していた４か月児健康診査は、都合により日程を変
更しました。お間違えのないようにお願いします。
　 ▼変更後日時　７月22日 ( 木）
　　　　　　　　　受付 ９時～９時30分

　健診は「受けたから大丈夫」ではありませ
ん、受けた後が大切です。健診結果から、自
分自身の生活習慣を振り返り、今後の生活に
活かしていけるように、一緒に考えていきま
しょう。
　詳しくは健診会場でお渡しした「健康診査
結果相談会」の日程をご確認のうえ、相談会
場までお越しください。
　なお、相談会の日程で都合が悪い場合は、
各保健センターへご連絡ください。

健康推進課 　 （25）8078

受診後は
健診結果相談会へ

７月 は 愛の血液助け合い運動月間 です！！

を受けましょう

短時間でできる献血です。予約の必要はありません。

全血献血

日　程 会　場 時　間
７／30（金）今津保健センター 10時～12時・13時～15時

　採血時間が１時間ほどかかりますが、必要な成分だ
け抜き取り赤血球等は採血者に返されるため体の負担
が少なくすみます。事前予約が必要です。
　 ▼対　象　18歳～69歳
※初めての方は40歳まで。40歳以上の方は１年以内に
　心電図検査をしていないと献血できません。

成分献血

日　程 会　場 時　間
７／２（金） 新旭保健センター 10時・11時・13時・14時

real.kenketu@mpme.jp に空メールを送信してくだ
さい。その後送られてくるメールの指示で登録手続き
を行ってください。

献血情報メール配信
の登録方法
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平成22年5月末現在

●人　口

男
女

●世帯数

・前 月 人 口
・前年同月人口

の動き（人口と世帯）人

平成 22年 5月 6日から平成 22年 6月 5日までの届出分（敬称略）

本ページの掲載情報は、個人情報保護の観点から許可をいただいた方のみ掲載しています。

５４,０５７人（ ー２７）
５４,３７４人（ー３４４）

５４,０３ 0人

１９,６８７世帯

２６,２７２人
２７,７５８人

たかしま
の

人の動き

氏　名 性別 生年月日 ところ

 マ　キ　ノ
 福　井　里　奈 女 ５月15日 新　保

大　 　心翔美 女 ５月24日 辻

 今　　　津
杉　橋　舞　莉 女 ４月20日 今　津

足　利　慎太郎 男 ５月  1 日 日置前

前　川　怜　美 女 ５月  7日 住　吉

入　江　琳　央 男 ５月10日 桜　町

小　多　花　音 女 ５月11日 日置前

善　積　球　音 男 ５月11日 下弘部

谷　本　　　零 男 ５月14日 日置前

水　野　雅　基 男 ５月20日 住　吉

古　川　真　菜 女 ５月23日 弘　川

安　武　杏　海 女 ５月25日 南新保

お誕生おめでとう！（出生）

氏　名 性別 生年月日 ところ

 新　　　旭
中　村　奏　音 女 ４月29日 深　溝

小　島　楓乃音 女 ５月  4 日 熊野本

向　川　瑠希亜 男 ５月  4 日 藁　園

古　田　柊　和 男 ５月  9 日 安井川

戸　島　愛　惟 女 ５月17日 安井川

森　田　心　菜 女 ５月25日 旭

吉　野　伶　央 男 ５月26日 針　江

 安　曇　川
足　立　知　駿 男 ４月30日 中　央

梅　村　　　杏 女 ５月  2日 四津川

加　藤　華　子 女 ５月  2日 田　中

福　田　斗　馬 男 ５月  3日 田　中

髙　島　大　空 男 ５月  7日 中　央

氏　名 性別 生年月日 ところ

三　上　沙　月 女 ５月12日 北船木

佐　野　晄　盛 男 ５月18日 下古賀

清　水　亮　太 男 ５月19日 川　島

谷　口　皇　成 男 ５月23日 西万木

寺　井　華梨愛 女 ５月28日 西万木

 高　　　島
藤　川　　　咲 女 ５月  3日 野　田

石　倉　璃　奈 女 ５月  3日 鵜　川

木　津　奏　海 女 ５月11日 永　田

的　場　　　南 男 ５月17日 城山台

髙　橋　　　汐 男 ５月25日 鴨

池　田　葦　瀧 男 ５月27日 城山台

山　下　芽　愛 女 ５月27日 鴨

ふ く い

お お に し

お だ

よ し づ み

み ず の

ふ る か わ

や す た け

た に も と

な か む ら

み か み

し み ず

た に ぐ ち

て ら い

ふ じ か わ

い し く ら

き づ

ま と ば

た か は し

い け だ

や ま し た

さ の

む か い が わ

ふ る た

と じ ま

も り た

よ し の

あ だ ち

か と う

ふ く だ

た か し ま

う め む ら

こ じ ま

す ぎ は し

あ し か が

ま え が わ

い り え

り な

こ と み

か の ん

き ゅ う と

ま さ き

ま な

あ み

れい

か な ね

さ つ き

り ょ う た

こ う せ い

か り な

さ き

り な

か な み

みなみ

しう

あ し ろ う

め い あ

こ う せ い

る き あ

し ゅ う な

め い

こ こ な

れ お

ち は や

か こ

と う ま

そ ら

あん

か の ん

ま り

し ん た ろ う

れ み

り お

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ

  マ　キ　ノ
　山　由　藏 男 93 海　津

　野　ふくゑ 女 77 西　浜

平　山　 　一 男 83 新　保

水　口　金　次 男 95 森　西

水　口　紀　安 男 78 森　西

  今　　　津
  木　下　ち　よ 女 89 酒　波

潮　見　和　憲 男 55 弘　川

洲　嵜　安　司 男 91 浜　分

中　村　利　治 男 54 椋　川

山　本　千代子 女 89 藺　生

氏　名 性別 年齢 ところ

  新　　　旭
上　原　恒　一 男 83 深　溝

宇　田　み　つ 女 93 藁　園

川　島　や　す 女 86 旭

堀　野　す　き 女 82 饗　庭

  安　曇　川
  内　村　義　男 男 79 川　島

北　村　す　が 女 86 長　尾

駒　井　巖　一 男 79 北船木

杉　﨑　 み子 女 63 三尾里

古　原　春　雄 男 89 田　中

万　木　光　弘 男 68 青　柳

氏　名 性別 年齢 ところ

横　木　　　善 女 96 西万木

𠮷　川　久　子 女 80 北船木

  高　　　島
石　倉　か　ね 女 87 勝　野

志　村　吉　朗 男 70 鴨

鈴　木　一　夫 男 83 宮　野

　川　ヤ　ソ 女 95 高　島

平　井　國　造 男 97 勝　野

  朽　　　木
上　藤　稔　子 女 83 村　井

中　本　美代次 男 76 生　杉

森　本　忠三郎 男 99 栃　生

項　目 期　別 納期限
 固  定 資 産 税 第 2期

８月２日
 国民健康保険税（普通徴収） 第4期
 介 護 保 険 料（普通徴収） 第4期
 後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第1期

▼税・介護保険料・後期高齢者医療保険料

○窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。
市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月 火 水
木 金

納付のお知らせ７月 ■ 納期限までに納めましょう。納期限までに
納付されない場合は、督促手数料や延滞金
が加算されることになります。

■ 口座振替の方は預貯金残高の確認をお願い
します。
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　もうすぐ暑い夏がやってきます
ね。７月には高島の夏の風物詩「ペー
ロン大会」が行われます。私も参加
したことがありますが、ペーロンを
真っ直ぐ漕ぐのは大変難しく、すぐ
に右へ左へ迷走。失敗すると転覆す
ることも。チームワークが何より大
事です。今年はどんな熱いレースが
行われるのか、今から楽しみです。
　　　　　　　　　（広報担当Ｓ）

　

高
島
市
マ
キ
ノ

町
の
海か
い
づ津

湊み
な
とか

ら

大お
お
さ
き
で
ら

崎
寺
へ
の
道

に
、
旦た
ん
か過

公
園
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
は
、
お

堂
が
あ
っ
て
、
古

来
京
都
・
大
阪
・

畿
内
か
ら
北
国
へ

行
き
交
う
人
々
が

一
旦
休
み
を
と

り
、
時
に
は
宿
泊

し
、
次
の
地
へ
と

旅
立
ち
去
っ
た
と

言
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
立
ち
、

往
古
へ
の
思
い
を

馳
せ
る
と
、
側
に

は
樹
齢
70
年
余
り

の
桜
が
渾
身
の
力

を
振
り
絞
っ
て
花

を
咲
か
せ
ま
す
。

桜
木
は
風
雪
に
耐

え
、
大
き
な
く
ぼ

み
や
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と

し
た
樹
肌
を
あ
ら

　
「
元
禄
14
年
に
・
・
・
西
与
一
左
衛
門

が
風
波
の
た
び
宅
地
に
被
害
の
甚
だ
し
い

の
を
あ
わ
れ
ん
で
石
垣
を
築
い
た
。・・・・

こ
の
石
積
み
の
お
か
げ
で
水
害
が
な
く

な
っ
た
。
村
人
た
ち
が
そ
の
業
績
を
た
た

え
、
院
内
に
碑
を
建
立
し
、
毎
年
３
月
15

日
に
は
、
西
与
一
左
衛
門
の
法ほ

う
え会

が
営
ま

れ
て
い
る
。」

　

古
文
書
に
直
接
触
れ
て
み
る
の
は
、
楽

し
い
も
の
で
す
。
生
の
声
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。
古
文
書
の
解
読
、
ま
た
は
整
理
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、「
郷
土
の
歴
史
探
訪
」

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
マ
キ
ノ
古
文
書
ク
ラ
ブ
の
活
動

　

毎
月
第
３
金
曜
日　

13
時
30
分
～
16
時

　

▼
場
　
所

　
　

マ
キ
ノ
土
に
学
ぶ
里
研
修
セ
ン
タ
ー　

　

文
化
財
課

　
　

（
３
２
）
４
４
６
７

わ
し
ま
す
。こ
の
並
木
の
続
く
向
こ
う
に
、

海
津
湊
の
石
垣
が
椀
型
に
な
っ
て
西
浜
へ

と
続
き
、
桜
と
石
垣
は
一
対
を
成
し
て
往

古
の
時
代
を
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

海
津
の
石
垣
が
築
造
さ
れ
た
の
は
、
江

戸
期
の
元げ
ん
ろ
く禄

16
年
（
１
７
０
３
年
）
で
す
。

　

築
造
前
の
状
況
を
『
大
崎
寺
文も
ん
じ
ょ書

』

（
天て
ん
な和

２
年
（
１
６
８
２
年
））
で
は
、
次

の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　
「
・
・
最
前
よ
り
御
訴
訟
申
し
上
げ
候

と
お
り
、
浜
が
わ
に
私
ど
も
の
住
み
居
り

屋
敷
13
軒
は
、
波
除
け
石
垣
崩
れ
少
し
の

風
波
に
も
家
へ
水
が
入
り
、
難
儀
に
仕
り

儀
に
ご
座
候
ゆ
え
、
ご
慈
悲
に
願
い
の
通

り
、
入
用
銀
６
貫
19
匁
５
分
を
お
貸
し
下

さ
れ
成
さ
れ
候
ハ
バ
、
有
難
く
存
じ
ま

す
・
・　

・
・
」（
読
下
し
文
）
と
あ
り

ま
す
。

　

村
人
達
は
、
度
重
な
る
大
波
に
よ
っ

て
石
垣
が
崩
れ
、
被
害
に
苦
し
み
借
財

を
重
ね
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、

元
禄
14
年
、
西
浜
村
に
甲こ

う
ふ
は
ん
り
ょ
う

府
藩
領
代だ

い
か
ん官
・

西に
し
よ
い
ち
ざ
え
も
ん

与
一
左
衛
門
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

村
人
達
の
苦
し
み
に
同
情
し
た
彼
は
、

就
任
早
々
に
石
垣
築
造
の
偉
業
を
成
し
遂

げ
、
し
か
も
、
費
用
を
村
民
の
負
担
に
よ

る
「
自じ
ふ
し
ん

普
請
」
で
な
く
、
お
上
が
負
担
す

る
「
御ご
ふ
し
ん

普
請
」
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

西
与
一
左
衛
門
は
、
思
い
や
り
と
実
行

力
の
あ
る
人
物
で
、
西
浜
・
蓮れ
ん
こ
う
じ

光
寺
入
口

の
案
内
板
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て

い
ま
す
。

▲琵琶湖上から見た海津の石積

▲海津湊 (昭和初期）


